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平成２６年９月１０日９月三次市議会定例会を開議した。

１ 出席議員は次のとおりである（２５名）

１番  岡 広小路 ２番 須 山 敏 夫 ３番 小 池 拓 司

４番 鈴 木 深由希 ５番 澤 井 信 秀 ６番 齊 木 亨
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10番 保 実 治 11番 池 田 徹 12番 新 家 良 和

13番 福 岡 誠 志 14番 岡 田 美津子 15番 杉 原 利 明

16番 亀 井 源 吉 17番 伊 達 英 昭 18番 國 岡 富 郎

19番 大 森 俊 和 20番 竹 原 孝 剛 21番 平 岡 誠

22番 小 田 伸 次 23番 林 千 祐 25番 助 木 達 夫

26番 沖 原 賢 治

２ 欠席議員は次のとおりである（１名）

24番 久保井 昭 則

３ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２６名）

市 長 増 田 和 俊 副 市 長 高 岡 雅 樹

副 市 長 津 森 貴 行 総 務 部 長 藤 井 啓 介

特命プロジェクト 堂 本 昌 二 財 務 部 長 部 谷 義 登推 進 部 長
産 業 部 長

地域振興部長 福 永 清 三 上 岡 譲 二兼 農 業 委 員 会
事 務 局 長

福祉保健部長 森 田 和 利 子育て支援部長 瀧 奥 恵

教 育 長 児 玉 一 基 教 育 次 長 白 石 欣 也

建 設 部 長 花 本 英 蔵 水 道 局 長 坂 本 高 宏

総 合 窓 口 市民病 院部岡 本 一 彦 山 本 直 樹センター部長 事 務 部 長

君 田支 所長 児 玉 義 徳 布野支 所長 奥 川 利 裕

作 木支 所長 加 藤 良 二 吉舎支 所長 木 屋 繁 広

三良坂支所長 片 岡 法 生 三和支 所長 細 美 好 宏
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５ 会議に付した事件は次のとおりである

日程番号 議案番号 件 名

一 般 質 問

國 岡 富 郎

第 １ 竹 原 孝 剛

平 岡 誠

新 家 良 和
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平成２６年９月三次市議会定例会議事日程（第４号）

（平成26年９月10日）

日程番号 議案番号 件 名

一 般 質 問

國 岡 富 郎……………………………………………………… 237

第 １ 竹 原 孝 剛……………………………………………………… 245

平 岡 誠……………………………………………………… 258

新 家 良 和……………………………………………………… 272
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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

――開議 午前１０時 ０分――

皆さんおはようございます。○議長（沖原賢治君）

傍聴者の皆様及び視聴者の皆様には、お越しまたは御視聴いただきまして、まことにありが

とうございます。

本日は一般質問の３日目であります。

ただいまの出席議員数は25名であります。

これより本日の会議を開きます。

本日の会議録署名者として、山村議員及び桑田議員を指名をいたします。

この際御報告をいたします。

本日の会議の欠席者として、久保井議員から一身上の都合により欠席する旨、届けがありま

したので、報告をさせていただきます。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

日程第１、これより一般質問を行います。○議長（沖原賢治君）

順次質問を許します。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

皆さんおはようございます。○１８番（國岡富郎君）

８月の連続的なゲリラ豪雨によって全国的に多くの災害が出ております。それらの被災者の

皆さんにお見舞いを申し上げますとともに、お亡くなりになられた方へお見舞いを申し上げま

す。

これまでの論議を見てみますと、広島の災害が非常に大きなかった、その陰でそれらの地域

の人たちへの声が小さくなっておるんじゃないかと思います。本市においてもかなりな被害が

出ておりますし、１人が亡くなられるという事態も起きております。さきに私どもは災害対策

の議案を可決して、早期に災害復旧に努めていただきたいという意思表示を議会としてしたわ

けであります。どうか皆さん方も被災者の立場に寄り添った形でそれらの救済に向けて努力を

していただきたいということをまず冒頭お願いをいたしまして、質問に入らせていただきます。

中高一貫校の関係についてお尋ねいたします。

私どもは、この問題について、各種の会議の中で前商工会議所の会頭でありました人から事

あるごとに中間一貫校の誘致についてお話を聞いておりますけども、議会として十分な論議を

してきておりません。こういう動きがあるということを、県においてこういう中高一貫校をつ

くろうという動きについてもマスコミで知っただけであります。そして、１月に市長や議長や

商工会議所の会頭が県に赴かれて、この誘致について提案をし、陳情をされたということも新

聞で知っただけであります。その後、６月議会で、教育民生常任委員会でこの問題をただしま



－238－

したが、教育委員会からの回答は通り一遍のものでありました。その後、十分論議する必要が

あるんじゃないかという提起もいたしましたけども、議会のほうが悪いのか、教育委員会のほ

うが悪いのか、その機会すらなかったわけであります。そこで、私は、市長や議長等が県のほ

うへ提出された併設型中高一貫教育校設置についての提案、これをもとに質問をさせていただ

きます。

まず冒頭、市長にお尋ねいたしますけども、今日までの誘致の経過はどういうふうになって

おるのか、そしてどこの高校を併設型中高一貫校にしようとされておるのか、お聞きしたいと

思います。

（市長 増田和俊君、挙手して発言を求める）

増田市長。○議長（沖原賢治君）

〔市長 増田和俊君 登壇〕

皆さんおはようございます。○市長（増田和俊君）

國岡議員のほうから中高の誘致についての御質問でございます。

まず第１点は、これは当然ながら御承知のとおり、市立で中高を整備していくということで

なしに、広島県において中高を、東広島市で既に10年たちましょうか、広島中学校、広島高校

の10年の歩みの中でさらなる拡大を図っていこうという県教委なり広島県の考え方を受けまし

て、県北の地に、なおかつ三次の地へそうした県立の中学校、高校の併設型をぜひ設立してほ

しいという願いの中で、これはあくまでもどの自治体も表立って活動でなしに水面下の中で進

めてきた、その誘致活動であろうと思っておりますし、私どもも今おっしゃったように議会と

か市民の皆さんとか、そういう段階での十分な情報提供とか、そういうものが不十分な面はあ

ったかもわかりませんが、あくまでもこれは、交渉という表現は悪いんですが、ぜひ三次へと

いう思いでやっておりますから、余り華々しく表舞台でということは、ま、どの自治体もして

ない状況見受けられますので、本市のほうも議長あるいは経済界等々にも一体となって今進め

てきておるわけでございます。

２点目は、その中で議会とか市民の皆さんという、情報提供というのはゼロではなかったと

私は思っておりますし、総合計画策定時、この３月に議会の議決をいただきましたが、その人

づくりの中にもそういう項目を盛り込みをさせていただいて、議会の皆さんにも論議をいただ

いたところであるわけでありますし、市政懇談会の中でも、本当のあらましでありますが、お

話もさせていただきましたし、また事の重みがあることは十分私も承知しておりますから、全

26名の議員の皆さんにそれぞれ会派ごとに集まってもらって私の思いなり教育委員会なりの思

いをお話をさせていただいたところで、ある意味では最終局面に入っておるかなという状況を

思いながら、ぜひ私としては、中国道に加えて尾道松江線が開通する、医療とか福祉とかいろ

いろな面で生活、雇用含めて三次が拠点性を担っておるわけでありますから、三次がさらなる

県北の地域の拠点として確たる位置づけといいますか、姿づくりを描いていき、それを将来へ

つなげていきたいという思いの中で、私自身としては一生懸命取り組んでおるところでござい

ます。
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その中身というのは、時間も限られておりますから、本当に選択肢の中で多様な人材をここ

で輩出していくといいますか、人づくりにも当然ながらつながりますし、ひいてはまちづくり

につながってくるという思いもします。

また、２点目としては、今企業とか、誘致へ懸命に努力をしておりますが、誘致に向けて、

あるいは誘致後の経営においても、教育というのは当然ながら企業の皆さんには大きな問題で

あるということ、また子育て世代の皆さんにとっても教育は重大であると。大切な、本当にそ

れぞれの皆さんの思いは大きなものがございます。

また、３点目は、今、御承知のように人口減少というのが人口問題研究所から打ち出されて

おります。30年後には３分の１ぐらいは減少するだろう、日本の社会において大きな人口減少

が起きてくる、それ以上に懸念されるのが中山間地でございます。そうした中で、人口をいか

に食いとめていこうか、抑制していこうかというのが第２次の総合計画でございますし、そう

した人口減少という面と、もう一つは創成会議が打ち出した、若い女性の皆さんが地方から消

えていく、大都市へ集中していくということの中で、一番懸念するのは、私自身行政として、

議会の皆さんもですが、それに対して何とか施策を打ち出してそれを抑制していこうという、

それは共通の思いでありますが、しかし今の社会はそういう方向になっていく中で、ここが言

いたいわけでありますが、三次市内の３校が本当に守られる、日彰館も２学級でありますし、

また青陵も２学級ということで、これが１学級になったときの学校再編とか、いろいろ県教委

の中でも検討されておられるという状況下の中で、本当に３校が守られていけるのかというこ

とも将来を見据えた中で、今回やはり三次として打つべきものは打っていかなければならない、

そういう思いで、教育委員会が主導というよりも、三次市としては私自身が、本当に立地が実

現できるかできないかは私自身も、広島県なり広島県の教育委員会が決められることであって、

決定権はございませんが、ただ誠心誠意三次の知恵ということを今一生懸命取り組んでいこう

というのが私の思いでございますし、その点は余り詳しく申し上げるのはすべきでないと思っ

ておりますが、このぐらいの説明で皆さんの思いを一つになりながら進めさせていただきたい、

このように思っております。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

私も中高一貫校誘致について反対をするものではございません。しかし、○１８番（國岡富郎君）

三次市の教育形態を変える本当に大切なものであるというふうに思っておりますんで、市民が

一体となってこの誘致に取り組まないと、とてもじゃないけども実現はできないだろうという

ふうに思っております。そこで、この中に書いてあることで２点ほどお聞きしたいと思います。

効果等というところに、官民一体となった協力体制、こういうことが書かれております。こ

の官民一体となったものは、用地の確保であるとか必要なことは官民一体となって全面的に協

力いたしますというふうになっておりますけども、これは現在どういうふうな形で行われてお

る、実を結んでおるのか、そういう点についてお伺いをいたします。
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（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

上着をとられて結構でございます。○議長（沖原賢治君）

白石教育次長。

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

県のほうへ１月に要望した提案書の中で、官民一体の協力体制をとい○教育次長（白石欣也君）

うことで、用地確保等でできるだけ協力をさせていただくという文言を入れております。現在

のところ、県からいただいてる情報としては、ことしの３月、25年度末に高校の再編に係る計

画をつくられまして、その中で併設型の中高一貫教育校を地域の拠点的な学校として新たに設

置を検討するということをいただいてるものでして、学校規模とか、用地の問題とか、候補地

としてどこを考えておられるとか、そういった情報がこちらのほうには入っていないところで

ございます。ですから、官民一体の協力体制といたしましては、要望書、提案書にありますと

おり、市長、議長、そして商工会議所の会頭という３者、民の代表として商工会議所の会頭も

入っていただいておりまして、共同提案者ということで実際に提案をしていただいております。

１月だけでなく６月にも要望をしておりますし、また７月には、広島県に本市全体で提出した

主要事業提案書においても県立の併設型中高一貫教育校について要望をしているところでござ

いまして、今後、県からの情報収集をしっかりする中で市議会そして商工会議所としっかり連

携し、この誘致に取り組んでいきたいというふうに考えております。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

これは文書に書いてあるだけで、まだ具体的な動きというのは何もない○１８番（國岡富郎君）

ということのように思います。先ほど市長にお尋ねいたしました、どこの高校を頭に置いてや

っておられるのかということとも関連しますけども、私は市内の３校の中でどこがいいのか迷

うところでございますけども、例えば三次高校、これは本当に中高一貫校をつくるだけの用地

があるのかどうなのかという点も非常に気がかりでございまして、青陵高校ならあるよとか、

しかし青陵高校に持っていったときにどうなるのか、そういうふうなことも総合的に判断をし

ながらやっていかなきゃならんだろうというふうに思っております。そこで、早急に県のほう

の意向も十分把握をしていただいて、まずはどの高校を中高一貫校にするのかということを聞

き出しながら、この対策をしっかりやっていただきたいというふうに思います。

じゃ、次に、市内の生徒の４割が市外へというふうに言っておられますね。４割も出ておる

んなら、今までその引きとめ策というのはなされておるんですか、どうなんですか、その辺を

お聞かせ願いたいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○議長（沖原賢治君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

市内中学校の卒業生４割程度が市外の高等学校へ進学しているのは事○教育次長（白石欣也君）
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実でございます。そのうち約半数は、庄原市、安芸高田市、世羅町と近隣の市町へ進学してお

ります。すなわち、全体の２割程度の生徒が広島市等沿岸部の高等学校に進学している状況で

ございます。この割合、近年のデータしか持ち合わせておりませんが、大体４割程度というこ

とでございまして、この対応と、対策ということで御質問いただいてますが、子どもたちの進

路の選択肢、県北に希望する学校がないという場合もあると思います。そういった場合に、新

たな可能性、選択肢を求めて市外へ出るということ、あるいは市内３つの高校がございますが、

そこにはかなりの子どもたち通っておりますけど、そこへまた市外からも入ってくるというこ

とで、近隣の市町の高校へ進むということも必然的に生じてくると思っております。本市の教

育ビジョンでは、三次を愛し、ふるさとを愛する子ども、そして夢を持ち学び続ける子どもの

育成を掲げております。市内にできるだけ残って高校へ進学してもらいたいという気持ちで小

中一貫教育を進めておるところでございまして、これを引きとめる効果としても、県立の中高

一貫教育校の誘致というのは非常に期待ができるものというふうに考えております。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

いろいろな生徒さんの要望もあるのでということでございました。クラ○１８番（國岡富郎君）

ブ活動の面で市外の高校へ進学をされるということもあると思います。地域的な関係で、特に

三和なんかは安芸高田市の高校や、そして東広島市の高校へ進学しとる生徒がかなりおります。

安芸高田市では生徒の送り迎えをタクシーを使ってやっております。そういうふうにして生徒

を確保するという努力が見受けられます。三次市ではそういうことはなされてないんで、私の

ところの近所の子が青陵高校へ行っておりますけども、これも親が送り迎えをするという状況

であります。

そういうことでなにしましても、私は中高一貫校、進学校をつくってみても、かえって出て

いく子どもが多くなるんじゃなかろうかと。と申しますのは、市内の高校に入学するのが困難

だということで市外の高校、これに行っておる子どももあるわけであります。もし、この中高

一貫校ができて、そこに入れない、あぶれる子どもさんたちは市外の学校に行かざるを得ない

という状況も出てくると思います。確かに、私らの時代は島根県から来ていらっしゃる生徒さ

んも同級生の中にはかなりいらっしゃいました。しかし、そういうことになれば、今すぐつく

って今すぐそういうことじゃないだろうけども、もしこれが成功をしたなら、かえって市内の

子どもさんたちを市外に追い出すという結果になるんじゃなかろうかという気がいたします。

これが心配の１点目であります。

もう一つ心配なのは何かというと、市内の中学校の生徒さん、これが非常に少なくなってお

る。聞くところによると、北部山村、これは35人程度だというふうに、君田も布野も作木も同

じようなんだと思います。そうすると、その中から中高一貫校へ入っていくということになる

と、中学生はますます減ってくるわけであります。三和の中学校の校長さんと話ししたんです

けども、三和の中学校も72人とか４人とかというふうに言っておられましたけども、非常に寂
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しい思いがすると、そういうふうに言われておりまして、これが皆三次高校へでも入ってくれ

るといいんだがなと、しかし現実はそうはいかないんだというふうに悩みも聞かせていただき

ました。そういう形の中で、将来ですよ、将来推計どういうふうになるかわかりませんけども、

将来推計をしてみて10年先ぐらいまではわかりますよね。これで中学生が極端に少なくなると、

場合によっては中学校の統合というのも考えなきゃならんのじゃないかなと、こういう心配も

あります。ですから、そういう心配を市民の皆さんから払拭をするという努力がないと、市民

の盛り上がりはないだろうというふうに思っております。

ですから、初めにも申しましたように、中高一貫校を誘致するということは、非常に困難な

課題を一つずつ克服しながら、市民の皆さんが中高一貫校つくってよかったよと、こういうふ

うに思っていただけるようなことをしない限り市民の盛り上がりはないんじゃなかろうかと。

市民の盛り上がりがなかったら、とてもじゃないけども一貫校の誘致も難しいんじゃないだろ

うか、こういうふうに思いますし、成功もしないんじゃないだろうかというふうに懸念をいた

しておりますんで、その点を十分考慮しながら今後この運動を進めていただきたいと、こうい

うふうに思います。

じゃ、次の質問に入らせていただきます。

次の質問は、私、先日開かれた市の懇談会、君田の会場へ行きました。そこで、茂田地区の

会長さん初め何人かの方が茂田地区の取り組みを紹介をされておりました。私の友人もリタイ

アをしてその地域に住んでおります。ですから、もう一つ私はこの茂田地区に関心を持ったの

は、非常に人数の少ない地域であります。今、三次の地区で、地区的には取り組みをされてお

る和田地区や青河地区、それから川西地区等にも、いろいろとそういう住民みずからが協議を

しながら運動を進めておられるところもあります。しかし、茂田のような小さな集落でそうい

うふうな動きがある、非常に私は関心を持ちました。特に、近年リタイアをされた方が茂田の

入り口で民宿をやられておる、そういうふうな形で、何としても自分の住んでおる地域を魅力

あるものにしようという熱意が非常に感じられました。

私の友人にこの進捗状況を聞きましたところ、余り多くを語ろうといたしません。なぜかと

いうと、今この課題は支所に持ち込みながら、支所と協議しながら進めておるんで、ですから

余りやってもらっても困るんでというふうな言い方をして、それでは事業が立派に進行をして

おるのかというと、そうでもないような状況なんです。しかし、進んでおることだけは間違い

ないんだと思います。施設の改廃、これやりましたから、恐らくそこを作業所に改築してやら

れるんだろうというふうには思いますけども、40万円の補助金をいただいて、その中でいろい

ろと研究をしながら進めておるんだと。来年の３月までにはきちっとした事業計画を出しなが

ら、そして実際の事業に着手していきたいというふうに思います。ですから、私は支所と少し、

どこが担当かわかりませんけども、私は農政部かと思いまして産業部長に話をお聞きしたんで

すけども、地域振興部長が出とられますんで、地域振興の管轄だったんだと、ミスマッチをし

たなというふうに反省をしておるんですけども、やはり支所と関係部局との連携をきちっとし

ていただいて、市民の皆さんの盛り上がりがあるときにちゃんとそういう事業を進めていただ
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きたいと思いますが、いかがでございますか。

（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永地域振興部長。○議長（沖原賢治君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

議員の御提案がありました茂田地区でございますけども、これは○地域振興部長（福永清三君）

熊の鳥獣被害対策の一環として、地元の女性のグループが柿をとってジャムにするとか、ブル

ーベリーであるとか梅であるとか、それら加工品に取り組まれておったのが経過であります。

今年度は、茂田地区全体で加工品の増産、地域ブランドに向けた取り組みの一つとして、広島

県の地域課題解決事業の実施計画の策定に向けて取り組まれておることでございます。今後、

支所とも連携をする中で支援をしてまいりますが、また来年度に向けても本事業の支援ができ

ますように対応を進めてまいりたいというふうに思っております。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

言葉の上ではそういうふうにスムーズにいっとるように思いますけども、○１８番（國岡富郎君）

住民の皆さんは非常に不安に思っておられることだけは確実であります。ですから、一日も早

く行政としての結論を出して、そして事業が進んでいくようにしていただきたいと、こういう

ふうに思いますので、ぜひともそういうことを早急にやっていただきたいと、こういうふうに

思います。ありがとうございました。

次に、私は進出企業支援、特にそこに働く労働者の支援、これについて２点ほどお伺いをい

たします。

企業誘致をされて非常に心強く思っておるわけでありますけども、ちょっと心配なのは、そ

こで働く人たちが三次の市内に確保できるのかなという点が１つ心配であります。ですから、

私は進出企業を初め、従前からある企業で働く皆さんが三次市に住んでいただいて仕事をして

いただくというのが一番理想じゃないかと思うんです。そういうことで、私は市内に働く人た

ちが市内に居住する支援策も考えてみられたらいいんじゃないかというふうに思います。

先般、市長が私の町へお見えになったときに、雑談の域を脱しない程度ではございますけど

も、そういう御提案をしたら、市長もかなり乗り気になっていただいて、また企業のほうも、

後日新聞を見ておりますと、市長のところへ社長がお見えになっとる、これもう事が動き出し

たんだなというふうに勝手に想像したんでございますけども、そういうことを市長はどういう

ふうに市内の中で働く人が市内に働いていただくということを進めようとされておるのか、お

聞かせ願いたいと思います。

（市長 増田和俊君、挙手して発言を求める）

増田市長。○議長（沖原賢治君）

〔市長 増田和俊君 登壇〕

先ほど、國岡議員のほうからおっしゃっていただいたことを含めて、先般、○市長（増田和俊君）
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三和町で開催した市政懇談会におきまして、進出された企業のお方から、もともと社員寮に住

んでいた社員が現在は市外に住んでいること、その原因として単身者が住んでいける住宅が三

和町内にないこと、あるいは公共交通機関の不便さという点を中心に貴重な御意見を頂戴した

と思っております。

私どもも定住人口をふやすために、市内の企業で働いておられる方にはできるだけ市内で住

んでいただけるように願っておりますし、そういうことには何を進めていくかということを思

っておるところであります。そのためには住宅が必要となりますが、整備を含めて、その確保

について行政が全て受けてということには、それは現実面難しゅうございます。他方では、先

駆的に地域全体で住宅環境を取り組んでおられるような地域も市内にあるということも事実で

ございます。そうした点等々を考えた中で、企業の皆さんからの御意向をお聞きした中で、先

ほどのことを踏まえた中で、やはり一緒になって考えていかなければならないという思いを私

自身も持っておりますから、今お聞きしておる企業の皆さん以外にもいろいろな要望があろう

と思っておりますが、お聞きをしながら、また私自身も企業訪問を時間を見ながらさせていた

だいており、企業の皆さんの御意向を聞くために歩いておるところでございますし、三和町に

おける住宅案件については、柔軟に前向きに検討させていただくことについてはやぶさかでは

ないという思いを持っておるところでございます。

以上であります。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

企業に対する住宅支援、これは地域とも協働で進めていきたいというこ○１８番（國岡富郎君）

とでございましたけど、時間がないんですけども、私はもうずっと前、福岡元市長が市長にな

られたときに大変な失礼なことを申したんですけども、福岡さん、あんた国会議員から田舎の

市長になってする仕事はないだろうと、こういうふうに言いましたら、いや、忙しいんだよと。

今、転勤の時期なんで、偉い人がいっぱいかわってくるんで、それの挨拶かたがた、住民票を

持ってきてほしいよと、こういう取り組みをしとるんだと、こうおっしゃってました。住民票

を持ってきて何が得なのかなと、こういうふうに思ったら、返す言葉が、國よ、おまえの給料

と偉い人たちの給料は違うんだよと。全部三次にそういう人たちが住民票を持ってきてくれる

と、わしの給料ぐらい出るんだよと、こうおっしゃっていました。そういうふうに、首長みず

からが税収をふやそうとする努力をなされておったということを、非常に私は感激をしたわけ

であります。

時間がございませんので、次の質問に入らせていただきます。

私は８月20日の日に非常に不快な思いをいたしました。なぜかというと、ある人が家の前の

歩道の草刈りをしたと。市にそれの処分をお願いをしたら、依頼書を出してくれと、こういう

ふうな返答が来たと。依頼書を出すなんてどういうことなんだと、こういうお叱りの電話をい

ただきまして、私はそんなことはないでしょうというふうに言ったんですけども、担当者のほ
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うに電話をさせていただきましたら、やっぱりそのとおりの返事だったようでございます。そ

れで、すぐ軽トラを飛ばしてそこに行きました。そうすると、歩道の両側に草が茂っておる、

それを処分をしたんだと言うて、行きましたら、ごみ袋に１袋入れてありました。全部入れた

ら２袋ぐらいあるかなと、こういうふうに思いました。少しね、自分の前の家100メーターぐ

らい、ちょうど学校が始まる時期でございます。そういう時期だからこそ、子どもたちが通る

のに少しでもいいようにというふうな思いで親切でやられたこと、それを依頼書を出してとり

に来てくれと、こういうふうな返事が来た。私は常々、市長が安心・安全、いつまでも三次に

住んでいたいという、こういう気持ちで行政を進めておるんだというふうにおっしゃってます。

もう少し末端の市民の皆様にも、職員の対応が少し柔軟であってほしいと、こういうふうに思

います。いかがですか。

（総合窓口センター部長 岡本一彦君、挙手して発言を求める）

岡本総合窓口センター部長。○議長（沖原賢治君）

〔総合窓口センター部長 岡本一彦君 登壇〕

ただいま議員からお話のありました件につきまして、私○総合窓口センター部長（岡本一彦君）

ども環境政策課のほうで対応させていただきましたので、その中身につきまして答弁をさせて

いただきたいというふうに思います。

現在、地域の皆さんが実施されておられます一斉清掃作業で出た草などのごみにつきまして

は、一斉清掃ごみ回収依頼書というのを提出していただきまして職員が回収をしております。

また、団体によりましては、清掃ごみ搬入届け出書を持参され、直接搬入しておられる団体も

あります。また、清掃後に草やごみを袋に入れていただくということにつきましては、運搬時

にその草やごみが道路に散乱しないよう、道路美化のためにも各種団体にお願いをしておりま

して、協力的に実行していただいているところでございます。今後も、地域活動の一環として

活動された事案につきましては、三次環境クリーンセンターとして対応させていただきたいと

いうふうに思います。

市といたしましては、今後も市の定めているルールの周知に努め、そのルールのもとで市民

サービスを提供し、そういうお話があったときの対応につきましては丁寧な対応を心がけてい

きたいというふうに考えております。

（18番 國岡富郎君、挙手して発言を求める）

國岡議員。○議長（沖原賢治君）

〔18番 國岡富郎君 登壇〕

時間が来ましたのでこれで終わりますけども、私はマニュアルどおりの○１８番（國岡富郎君）

対応ではだめですよということを言ったまでです。市民の皆さんと市がそういう関係になって

ほしいということを申しました。どうも時間をオーバーして申しわけございません。

順次質問を許します。○議長（沖原賢治君）

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）
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〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

市民クラブの竹原でございます。○２０番（竹原孝剛君）

お許しをいただきましたので一般質問を行いたいと思いますが、その前に、各議員もおっし

ゃってますように、ことしの異常気象によります全国の大雨災害を気象庁が平成26年８月豪雨

と命名し、期間を７月30日から８月26日としました。この間に被害に遭われました方、またお

亡くなりになった方にお悔やみを申し上げたいと思います。また、被害に遭われた方にお見舞

いを申し上げます。早期に復旧、復興を祈っておるとこでありますが、この問題についてはさ

まざま意見がありますが、気象庁とすれば異常気象は地球温暖化に関連してるというふうにさ

れています。これを機に、私たちも環境問題についてさらに強く取り組まないと、こうした異

常気象が起こって災害が起こるということを懸念をしとるとこであります。

前置きはそれでありますが、本題に入りたいと思います。

まず第１点は、子ども・子育て支援制度、新しく来年度から発足するということであります。

それで、これは2013年12月に成立した長い法律でありますが、持続可能な社会保障制度の確立

を図るための改革の推進に関する法律という法律の中の社会保障部門４部門の中の１項目であ

ります。これも今回の４つのチャレンジの中にありますように、少子化対策ということで取り

組まれるんだということであります。しかし、残念ながら中身を見れば、今のところまだ本当

に具体的にどうするのかというのが明らかになってないというのがあります。

しかし、保育サービスが十分でない女性のために十分なサービスをしていこうということが

主眼でありますし、子育て世代の負担を軽くしようと。若い世代が生活安定の見通しを立てる

ような中身にするということが、子ども・子育て支援制度の大きな中身だろうというふうに私

は思っておるわけであります。そこで、三次市とすれば、条例を改正して、今すぐさほど制度

は変わらないということでありますが、今後の方向としてサービス量を拡大をしていくという

ことになるんだろうと思いますが、そのあたりのところをどういうふうに考えておられるのか

お尋ねをしたいと思います。

（子育て支援部長 瀧奥 恵君、挙手して発言を求める）

瀧奥子育て支援部長。○議長（沖原賢治君）

〔子育て支援部長 瀧奥 恵君 登壇〕

今回の制度におきまして、制度的にも、現在本市にはございま○子育て支援部長（瀧奥 恵君）

せんが、幼稚園と保育所の機能をあわせ持つ認定こども園の設置手続の簡素化や財政支援の充

実強化などによる普及や３歳未満児の子どもの保育の確保対策として新たな地域型保育給付が

創設されまして、それに対して一定の要件はございますものの、公的な財政支援が受けられる

というふうなことで、保育の量的な拡大、確保が期待されているところでございます。具体的

には、今後策定をいたしますそれぞれの市町の子ども・子育て支援事業計画の中で、量の見込

みでございますとか、それに対する現状でどれぐらいのお子さんをお預かりできるか、さらに

は不足する場合はどういう手当てをしていくのかということを考えながら進めていくことにな

りますが、本市の場合、建物というより保育士の確保等を十分にする中で対応を図っていきた
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いと考えております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

今、部長がおっしゃいますように、認定こども園ということも視野に入○２０番（竹原孝剛君）

れて今後取り組まれるんだろうと思ってますので、そのあたりはぜひとも今後この趣旨に沿っ

て取り組まれたいと思いますが、今言う財源の確保と人材の確保ですよね、これについて、こ

の長い長い法律は消費税アップのもとに財源を確保するということでありますが、非常にまだ

不透明なんで、これを市町村で答弁するのは非常に難しいだろうと思いますが、１兆円を超え

る予算確保が必要だと言われてましたが、しかし今の見通しでは7,000億円程度ということで、

十分な確保ができないんじゃないかなというふうに思ってますが、そのあたりの見通しがもし

わかれば、お教え願いたいと思ってます。

それから、先ほどありましたようにサービス量の抜本的拡充ということになれば、そのニー

ズをつかんでいく、須山議員も言われてましたが、どう取り組んでも、例えばサービス量が

10ニーズ調査で出たとすれば、しかしそれに対応できるものは８しかないということになれば

２をふやさにゃあいけんわけで、この２をふやすのを、矛盾するんだろうと思いますが、今度

契約する人数と、それから持っとるのは８ですから、契約者は８ですよと。10人おるけど８し

か契約しない。ほんで、預かるとこは８しかないということになれば、10あったとしても２の

人は入れないということになるんじゃないか。そこで、行政は10人でするのか、８人でするの

かというジレンマに陥ると思うんですよね。そこが今回のこの中のですね、契約もするが、そ

れから施設を持っとるのも行政ですから、ここが痛しかゆしですから、ここは市長が思い切っ

て10ニーズがあれば10の中身を確保するよということがなけにゃいけんと思いますが、そのあ

たりの決意、今すぐ予算がどうこうじゃありませんから、決意はどうあるのかお伺いしたいと

思います。

（子育て支援部長 瀧奥 恵君、挙手して発言を求める）

瀧奥部長。○議長（沖原賢治君）

〔子育て支援部長 瀧奥 恵君 登壇〕

国のほうではさまざまな計画を立てられておりまして、先ほど○子育て支援部長（瀧奥 恵君）

御紹介がありましたように、全てをやるということになれば１兆円超の財源が必要であるとい

う情報もございますが、現在のところ0.7兆円、消費税のアップを財源とする中でというお話

であります。その中で、ここが目指す、今回の制度が目指すところは、地域において子どもさ

んを、女性が働きやすいということもございますけども、一人一人が健やかに成長する支援を

充実していこうというのも大きな目的でございますので、繰り返しになりますが、我々として

は、いろんな家庭的保育事業でありますとか、そういう制度もできましたけども、そういうこ

との拡充もですけども、公立保育所のことを考えますと、スペース的ではなく人の確保という

面で十分にお応えできてない面もあると認識をしておりますので、そこらのところを一生懸命
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やる中で、この制度のいかんに問わず、総合計画でも目指すところの子育てしやすい町になる

ように努力をしていきたいと考えております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

今言う10全部、ぜひとも対応できるような体制を今後取り組んでいただ○２０番（竹原孝剛君）

きたいというふうに思っております。せっかくのニーズ調査をしても、対応できないというこ

とになれば意味がないということになろうと思いまして、しっかりと取り組んでいただきたい

と思います。

それから、これは放課後児童クラブの問題でありますが、ことしの夏に、特に夏休みのとき

に子どもたちを、希望者全員にということになってないというのを聞いてます。そのあたりも

十分、今度子ども・子育て支援新制度の中で放課後児童クラブの充実というのがあるんで、も

ちろん予算が来にゃあなかなかできませんが、このあたりも含めて、ここへ予算の拡充をぜひ

ともしていただきたいというふうに思います。

それと、特に子育て世代の支援ということで、これは介護保険制度とよく似とる、似とるん

かどうか知りませんが、子どもを家庭で保育しよる親に手当を出すというのを一部でしようと

した動きもあったみたいですが、このあたりも含めて、子育てしよる人たちを支援をしていく、

それから若い女性、働けるような状況に持っていけない場合はそういう方向もあるんではない

かなと思ってますんで、いろいろと子育て支援会議ですか、をつくって議論されますから、し

っかりそういうところもですね、特に女性が働く場所や、それから今回の４つのプロジェクト

の中にもありますように女性の就労の機会をふやしていくというようなことも踏まえて、ぜひ

とも子ども・子育て支援制度、今からですからしっかりと、市町村が余り熱意を持っとらんと

いうのがどうも全国的な動きでありますから、せっかく４つのプロジェクトつくって子ども・

子育て支援、女性の進出を図っていこうということでありますんで、ぜひともまたこれも取り

組んでいただければと思ってます。

それでは、次に行かせていただきます。

次に、幼稚園、保育所、小学校給食の放射能対策についてということであります。この問題

は、いまだに解決を見ない原発事故はあしたで３年６カ月ということになるわけであります。

放射性物質が、今まだ閉じ込めることができず、空に、海に、天文学的な数字が示されて流さ

れている状況であります。福島原発の瓦れき撤去作業で飛散した放射能物質は、20キロ以上離

れて水田が汚染されたということもあります。これも後々になって公表したという状況であり

ます。いまだに家に帰れない被災者は12万5,000、およそ13万人近くおられます。また、災害

関連死は1,700人を超え、子どもたちの甲状腺がんは疑いを含めて104名にも達しているわけで

あります。このような現状を早期に終結をするのは、国の責任で早期に行うということになら

なくてはならないということであります。

そこで、三次市も安全・安心というまちづくりの中で、平成24年３月議会で幼・保、小・中



－249－

学校給食の放射能対策についてということで請願書が出され、議会としては採択したわけであ

りますが、この取り組みについてなかなか十分いってないというふうに思うわけでありますが、

その現状について、請願書にある５項目についてどういうふうに取り組んでおられるのかお尋

ねをしたいと思います。

傍聴者の皆さん、みだりに席を離れないでください。○議長（沖原賢治君）

答弁願います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石教育次長。○議長（沖原賢治君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

児童・生徒のより一層の安全・安心の確保の観点から、学校給食にお○教育次長（白石欣也君）

ける放射能物質の有無や量についての検査を行っております。この検査は年に１回、デリバリ

ー給食を含む14の調理施設で６月から７月に各施設で日にちをずらして、実際に提供した給食

を５日分まとめて冷凍して検査機関に送り、検査をしております。平成24年度から毎年実施し

ているこの検査で、牛乳も含めて今検査をしておりますが、いずれも放射性物質、この物質は

放射性ヨウ素131、放射性セシウム134と137ですが、これは検出しておりません。検出下限未

満という詳しくは表示になりますが、ホームページ、三次市の教育委員会のサイトのほうでそ

の検査結果も公開をしております。

平成24年３月に議会で採択された請願ということでいいますと、５項目の要望をいただいて

おります。放射能汚染の可能性のある食材を使用しないことという部分につきまして、本市で

は地産地消をしっかり進めるという中で安全な地元産の野菜、それから果物を使うように推奨

しておりますし、それが難しい場合は近隣産、それから県内産を使うようにしていると。お米

にしても地元産を使っておりますし、それからパン、それから牛乳等も県の内容、指示を受け

て調達をしている。肉等につきましても、検査自体については国の、ま、５項目めに牛肉の全

頭検査の県の要請というのもございましたが、要請まではしておりませんけど、この内容につ

きましては県のほうでしっかり食品の管理をしてもらっているということで、産地を確認する

ということが一番大事だろうと思いますので、国内産においても海外産においてもということ

で、産地の確認はしっかり国、県でされているというふうに判断し、安全なものとしての使用

を今行っております。また、先ほど申しましたように、牛乳も含めた放射能測定を行っており

ます。

それから、弁当の持参という項目も、その許可をすることということが要望の中にありまし

た。弁当については、現在アレルギーの問題で弁当持参をしてもらってる家庭はあります。給

食で本来対応すべき部分を、調理員の加配等で間に合わなかったケースで弁当を数カ月持参し

ていただいたというようなケースですけど、そうでない場合は、食育の関係で、同じ給食を食

べるということを食育の中心に捉えておりますので、弁当については放射能についてのことで

の理由で許可するということはしておりません。

あと、食材の産地をホームページ、献立表も公開ということも御要望いただいておりますが、
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食材の産地は、これ教育委員会のホームページで公開をしております。また、献立表も、先ほ

どの放射能検査の５日間の期間の献立をあわせてそこへ載せておりますし、毎月々献立表は保

護者のほうに学校のほうからお配りをしているところでございます。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

まず第１点は、他の、大阪あたりは２週間に１遍とか毎月１回とかとい○２０番（竹原孝剛君）

う検査をしてますよね。このあたりも見させていただいても、検出せずということではありま

すが、保護者に対する安全・安心の観点から丁寧に取り組んどられますが、これについて三次

市はどういうふうにお考えなのか。

それから、食材ですが、私も７月分を、使用した学校給食の食材のあれ見ましたが、問題と

なってる、国が食品中の放射性物質に関する検査計画ということで青森県から静岡県までずら

っとありますよね。その中の、例えばピーナツが千葉県ということになってますが、千葉県の

これを見てみると、基準値の２分の１を超過したものとして穀類、豆類のところに丸がありま

すよね。それを三次市は使ったということになってますよね。ですから、２分の１を超えたも

のを、これだけじゃない、茨城のものや、それから長野県でいえばキノコ、山菜類が、これは

基準値を超過したものということで二重丸になってますが、国の分ですよ、これ１月なんです

かね。これもシメジ、ナメコの新潟、それから魚でいえば千葉のサバというふうに魚介類も、

これも二重丸がついてますが、そうした食材の産地と、それから国が出してる、食品中の放射

性物質て出してる検査の中身で、どうなったかというのはわかりませんが、そういう危険性の

あるものを三次市も使ってるということですから、やはり食材の検査というのが必要じゃない

かなと思うのが２点目です。

それから、産地のホームページ、ここまで持っとればわかりますが、国の危険なところ、検

査せにゃいけませんよというものを持っとればわかりますが、保護者にはわからんですよね、

それは。ホームページあければわかりますが、しかしそうした不信感を持たないようにですね、

保護者に、しっかりした公開と検査というのはこれも必要じゃないかなと。ですから、こうい

うものを使いよればお弁当を持参をしたいというふうに、内部被曝があるんじゃないかという

心配をされるわけですから、このあたりも安心・安全な情報提供をしっかりしてもらわなきゃ

ならないというふうに思いますが、いかがですか。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○議長（沖原賢治君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

まず、情報提供につきましては、できるだけ今の状況を、献立等はも○教育次長（白石欣也君）

ちろんですけど、先ほどの放射能検査の状況、それでそこの中で使った食材の状況もホームペ

ージ上ではありますが、公表するようにはしてるということでございまして、さらに情報をと

いうことで、いろいろな食材の仕入れ先等、先ほどのピーナツは千葉ということもございまし
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た。ただ、県外産を入れる場合にそこの産地については非常に吟味をするということで進めて

おりますし、基本的に国あるいは県が安全を保障しているものを入れていくということで今取

り扱いを進めております。

放射能検査の数回の実施につきましては、現在のところでは年１回ということでこの３年間

続けております。この体制は来年度も続けていきたいというふうには思っておりまして、今の

放射能汚染、全国的な状況等も見ても、拡大というような情報も特には入っておりませんし、

そういった状況では現在の年１回のモニタリング調査で来年も取り組みをさせていただきたい

というふうに考えております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

先ほども言いましたように、大阪の箕面市ですかね、これは２週間に１○２０番（竹原孝剛君）

遍という調査をして検出せずで出ておりますが、もう一つは、先ほど言いましたように過去に

出荷の自粛を求められた地域で生産されたものということで、その物ですよね。ですから、今

言うピーナツ、千葉県、これは検査対象ですよというものを三次は使うとるわけですから、そ

したらそりゃ検査対象になって、なかったということで、なけりゃええと思うんですよ。あっ

た場合、内部被曝へつながってはいけないということを心配されますから、他市町村を見ても、

長野県のエノキダケをした、チンゲンサイをしました、静岡のなにをしましたというて一つず

つですね、全部じゃなくて、危ないというか、そういう対象のところの放射性物質検査をしと

るですよね。そこまでせんと、保護者というのは安全だとか安心とかということにならないの

じゃないかなと思うんですよ。そこについてもう一度お尋ねをしたいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○議長（沖原賢治君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

放射能の産地による食材の検査ということについて、単独で単市です○教育次長（白石欣也君）

るということも、その前に国あるいは県のほうで可能性があるよというものについてはしっか

り検査をしてると。その安全を確かめた上で、その食材は三次市でも使おうということで取り

組んでおりまして、あえてその後、仕入れた後で食材を検査するところまでは現在のところ考

えていないものでございまして、先ほど来年度もことしと同じように年１回というふうにお答

えしました。これはまた当然、全国的な状況とか、いろいろ放射能の実態等で変わってくると

いうふうに柔軟に捉えていきたいとは考えておりますので、そういうことで御答弁とさせてい

ただきます。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

議会とすれば、この請願を採択をして執行部側に安全・安心な給食の提○２０番（竹原孝剛君）
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供ということの決意を示してるわけでありますから、執行部としてもちゃんとした対応をすべ

きだと思ってます。それで、今言うように、どういうふうに把握されてますか知りませんが、

国はこの十数件出してる野菜、果物、キノコ、肉類、野生鳥獣、豆類、お茶とかというて明ら

かにしとんです。その中で、例えば私が不思議なのは、千葉県のピーナツがなぜここへ入っと

んじゃろうかと。千葉県のピーナツは基準値の２分の１を超えとんですよ、これを見ると。た

ら、これは採用すべきじゃない。もし採用するんなら、国なり県なり、食材を提供しよるとこ

ろに確認をせにゃいけんのじゃないかなと。そういうものがシメジもナメコもサバもあるわけ

です、７月の分を見ればですよ。そういうことになれば非常に不安といいますかね、安心でき

ないという思いになられるんじゃないかなと思うんですよ。ですから、しっかりとしたこうし

た放射能対策といいますかね。

それから、福島第一原発の収束というのは残念ながらできてないわけで、まだ汚染水がだら

だら流れてるという状況ですから、国が、そういう天文学的数字の放射性物質が出よるわけで

すから、そこはしっかりした認識で取り組まなくてはならないと。三次市としても取り組むべ

きだというふうに思ってます。ですから、数々改善をですね、これ請願事項にありますから、

また取り組んでいただくように、これは要望というか、ぜひとも実施をしていただくというこ

とで、回数もぜひともふやしていただくなど、また来年度予算に向けて取り組んでいただきた

いと。また別の機会でもやりたいと思いますんで、よろしくお願いをします。

それでは続いて、教育問題についてお尋ねをしたいと思いますが、併設型小中一貫校は３人

がやりましたんで、簡単にいきたいと思いますが、進路保証の問題であります。これは６月議

会でも少しお尋ねしようと思いましたが、残しましたんで。

相変わらず30名近くが定員内不合格や第２次選抜ですね、選抜２で三次市内の子どもたちが

残念ながら落ちていくという状況でありますんで、このあたりがまず取り組んでいただきたい

と思うんです。学力というよりも、その地域で頑張っていくということも必要ですし、それか

らもう一つ心配なのは、高校での中途退学率が広島県は高いんです、全国的に比べてですね。

高いんですよね。そこはどういうふうに分析をされておるのか。どういう取り組みをしたら、

中学校から高校へ上がるとき、それから高校での中途退学率の増加ということも含めて、どう

いうふうに分析されてるのかお尋ねをしたいと思います。

（教育長 児玉一基君、挙手して発言を求める）

児玉教育長。○議長（沖原賢治君）

〔教育長 児玉一基君 登壇〕

先ほど、竹原議員から定員内不合格が30名ぐらいというふうにおっしゃ○教育長（児玉一基君）

いましたが、26年度の公立高校の入試選抜２において本市では28名の生徒が不合格になってる

と。つまり、選抜２で不合格になっておりまして、そのうち定員内不合格者は10名というふう

になっております。もっとも、28名の不合格者のうち27名については進学や就学に向けた支援

により進路が決定しております。進路未決定者１名については、卒業中学校の教員等による家

庭訪問などを通じて進学や就職などに向けた支援を現在続けていると、そういう状況でござい
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ます。

それから、高校の中途退学につきましては、これは県全体の数字はございますが、市内の３

つの高校の中途退学者については公表されてませんので、具体的に私たちは数字を持っており

ません。ちなみに、広島県全体では、公立高校では907名、私立では504名で1,411名が中途退

学者になっておりまして、県のほうの中途退学をした理由の主なものは、もともと高校生活に

熱意がないとか、学校の雰囲気が合わないとか、それから人間関係がうまく保てないというふ

うに県教委のほうからその原因については発表されております。市内についての件につきまし

ては、３つの高校についてはそういう件についても私たちとしては把握をしておりません。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

人数はどうでもええことなんですが、ふえとるのが残念ですが、原因で○２０番（竹原孝剛君）

すよね。そうした選抜２で自分の希望したところへ行けないということ。それから、そこへ入

って、今ここあるように学校の雰囲気がとか、授業に興味が湧かないとか、理由は書いてあり

ますが、そういうことになぜなりよるのかということを分析して、それをちゃんと取り組むべ

きじゃないかなというふうに思うんですが、いかがですか。

（教育長 児玉一基君、挙手して発言を求める）

児玉教育長。○議長（沖原賢治君）

〔教育長 児玉一基君 登壇〕

中学卒業時点で、子どもたちが、生徒が夢を持って希望する高校等へ進○教育長（児玉一基君）

むことができる力を全ての子どもたちにつけてやるということが、義務教育の大きな使命では

ないかなというふうには考えております。それで、十分な学力が身についていないために希望

する高校へ進学できない生徒がいるということは、市教委としても大変重く、厳しく受けとめ

ているというふうなことでございます。

そして、このような児童・生徒への対応としては、一人一人の実態に応じた取り組みを各学

校で工夫して行ってると、対応を行ってると。具体的には、特に三次市の場合は県費教職員に

加えて市費教員や学校支援員等を配置して、一人一人の状況把握を丁寧に行える体制を整えて

きてると。そして、これらの教職員が毎日の授業において児童・生徒の学力の定着度を見取り、

一定のレベルに到達していない場合は放課後学習や家庭学習等、個別に指導を行って、やれば

できるという実感や意欲を持たせる、そういう指導をしていっていますし、これからもしてい

きたいと思います。それから、重要な点がありますのは、保護者や地域との連携をしっかりし

まして、子どもたちに力をつけることが大切ではないかなと。そういうつながりを持つことが

大切ではないかなということを考えております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕
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丁寧に、今言うように市費の教員も採用してやってもらいよんです。や○２０番（竹原孝剛君）

りよんです。じゃけえ、ちゃんといかにゃいけんと思うんですよ。毎年、大体同じ程度、二、

三十名がこういう苦悩に遭いよるわけで、中途退学も残念ながら、数は把握されてませんが、

大体聞くのは聞いてますが、おるということになれば、そこのところがなぜそういうふうにな

りよるんかということの取り組みをしっかりせんと、皆さんが好きな学力テストの点数が上が

りませんよ。低学力の子どもたちがちゃんと力をつけて上がらんと、総体、学力の平均という

のは上がらんわけですから、そこを丁寧に取り組んでいただきたいと。

毎朝、交通安全に立ってますが、来ない子はどうしてもおるんですよ。８時までに来ない子

がおる、何人かおるんです。その子たちの取り組みが、授業に間に合いよらんわけですから、

授業はついていきよらんわけですよ。そのあたりが、毎日その子たちが、きょうも机に間に合

ってないなというんじゃだめなんですよ。しっかりとした取り組みをせんと、そのあたりの学

力の点数も上がらんし、今言いましたこうした将来の進路を保証していくということにならん

のんで、そのあたりもしっかり、人数をかけてやりよんならさらに細かくそのあたりもやって

もらいたいなと思うんですが、いかがでしょう。

（教育長 児玉一基君、挙手して発言を求める）

児玉教育長。○議長（沖原賢治君）

〔教育長 児玉一基君 登壇〕

先ほど委員が述べられたように、特に市の学力調査、学力到達度検査だ○教育長（児玉一基君）

とか、あるいは国の学力・学習状況調査、県の「基礎・基本」の定着状況調査、これを、この

分析を、その定着率っていうんですか、正答率というんですか、それを一人一人の子どもたち

がどうなのかということを小学校と中学校で共有して分析をしまして、その子どもたちに対し

て、例えばどこの学年のところで、あるいはどこでつまずいてるのかと。そういうことに対し

てきめ細かな指導をやっていくということが大切だろうというふうに思っております。そのま

ま子どもがわからないままにして次の学年を送っていくということではなくて、学年学年で、

どこで一人一人がつまずいているのかというようなことを分析をして、それは小学校だけでは

なくて、小学校も中学校も共有して、その中で具体的に、今市費教諭など、そういう面ではた

くさんの人材を投入しておりますから、そういうものを活用しながら取り組みを進めていきた

いというふうに思っております。

それからもう一つは、家庭学習への取り組み、今私たちが言ってるのは、授業の中で家庭学

習をしなくちゃいけないような、授業と家庭学習とが結びつけられるような、そういう指導を

していかなくちゃいけないなということを思っております。そういう面で、家庭の皆様方の子

どもに対する支援というんですかね、学力をつけるための支援、生活規律を守るための支援と

いうものは家庭のほうにもお願いしたいなということを思っております。

それからもう一つは、市内の中学校と市内の高校と連携をしていきたいということで、こと

し８月23日に三次高校が三次市内の中学校の子どもたちを募集しまして、実際に高校の先生が

授業をすると、力をつけてやるための学習をするというふうな、そういうこともやっとります
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んで、中学校と高校の情報交換もまだまだ積極的にやる必要があるんじゃないかなということ

を思っております。それはこれからの大きな課題でもありますし、頑張っていきたいというふ

うに思ってますし、先ほども言いますように、地域の方の支援をお願いしたいと。特に、教員

のＯＢだとか、あるいは地元高校へおられる生徒の皆さん方に、小学校や中学校のほうにリト

ルティーチャーのような形で支援をしていただくというようなことも大切ではないかというふ

うに思っております。いずれにしましても、自分が希望してる高校へ進学ができるということ

については、それは義務教育も一生懸命そういうことが実現できるように努力をしていきたい

というふうに考えております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

ぜひともそういう取り組みも要りますし、今言う家庭での取り組みは、○２０番（竹原孝剛君）

学校へ行けない子どもたちもおるわけですから、そのあたりの取り組みがしっかりされんと全

体レベルアップにならん、オール三次にはなりませんよ。ですからぜひともですね、もう一つ、

高校での支援ということで、将来、残念ながら三次へ就職するというのが、そういう場所もな

いということも含めてですね、少ないんですが、三次へ就職したいという子どもたちの支援も

含めて、また取り組みを強化をしていただきたいと。それについては、また次回にでもお尋ね

をしたいと思いますので、よろしく取り組んでいただきたいと思います。

それでは、次の斎場の利活用についてお尋ねをしたいと思いますが、ことしの３月に、葬儀

から問う地域のきずなということで、まちづくりセンターでシンポジウムが行われて、弱まる

講中、関係希薄化ということで新聞に載っておりますが、人間が生まれて老いが来て病気にな

ったら死んでいくというのは、これはどんな時代になっても変わらないということで、人間の

ありさまというのは変わらないということでありますが、最期の死を迎えたときにどのような

社会変化があっても丁寧にみんなで送っていこうという昔ながらの講中というか、地域のきず

ながあって取り組まれてきたと思うんですよ。で、これが自宅葬から会館葬、家族葬、それか

ら直葬ということに変わってきよるというのが危惧をされてますが、そういう中で、行政とす

れば葬送の儀式をどう考えて提供していくのかという、これは人生最期のサービスですから、

そのサービスを丁寧にしていくということになれば、前にも一般質問しましたが、そのときに

は会館機能は持つ計画はありませんということでありましたが、しかし今のこういう世相にな

ったときだからこそ、今の悠久の森でそうした別れの儀式とか取り組みができるような中身に

すべきじゃないかと思いますが、いかがですか。

（総合窓口センター部長 岡本一彦君、挙手して発言を求める）

岡本総合窓口センター部長。○議長（沖原賢治君）

〔総合窓口センター部長 岡本一彦君 登壇〕

新三次市斎場整備基本計画の中では、葬祭をどのように○総合窓口センター部長（岡本一彦君）

するかということにつきまして式場機能として検討させていただきました。式場機能の導入に



－256－

つきましては、議員おっしゃったように、既に民間の式場があるといったようなところもあり

まして、その役割を果たしていることや、初期投資、ランニングコストもかかるといったよう

なことにより、今回の整備では見送ることといたしました。三次市斎場は、火葬、待ち合い、

管理の機能を備え、見送り、収骨、待ち合いを火葬炉１つにつき１つのユニットという部屋と

することで、大切な人の最期を心ゆくまでしのんでいただくというような施設にさせていただ

いております。現在、本市では５つの民間の式場がございまして、斎場での通夜、葬儀につき

ましては考えていないという状況でございます。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

そう冷たく言わずに、お互いに全員逝くんですから、間違いなく。です○２０番（竹原孝剛君）

から、そこでどういう形で見送られるかという、ここにも書いてありますが、葬儀での主役は

誰なんかということが書かれてますが、亡くなった故人、残された遺族、地域社会、儀式を行

う僧侶という４つぐらいのことがありますが、主役というか、２の残された遺族が悲しんでお

るわけですから、それをちゃんとサポートすることというのは必要だろうと。また、遺族が手

続もして葬儀も皆して全部するというのは余りにもそっけないんじゃないか。遺族にはそうし

たサポートが必要なんじゃないかなと思うんですよ。ですから、そういう意味で三次市の斎場

の利活用をぜひともまた考え直して、冷たく言わずに、よくよく考えて、自分も逝くんだから

ということも含めて、悲しみを受けとめるための３つの空間ということで受けとめるときの、

ま、場所とすりゃええと思うんですよ。いいのができとんですから、ぜひともそれを利活用し

ていただきたいというふうに思いますが、また冷たい答弁しちゃいけんのんで、もう答弁はい

いですが、考えてもらうということを申し上げて、ぜひとも近い将来ですね、市長の特認があ

ればできるというのがたしかあったと思うんですが、なかったですかね。そのあたりも含めて、

今後いろいろとそうした最期の葬送の場というのを今の社会状況を見ながら、三次市として住

んでよかったなという、棺おけに入ったときに住んでよかったなということが思えるような三

次市にするためにはぜひとも取り組んでいただきたいと思います。

５番目の地域応援隊についてお尋ねをしたいと思います。

地域コミュニティですね、これも自治体職員が地域コミュニティにどうかかわるかは古くて

新しい課題ということで、古くは、ここにも明記をしてありますが、福岡県の観光地、柳川で

すが、堀割りを復活して市や県や反対をされる中、市の職員、広松さんという方ですかね、方

が中心となってこれをつくっちゃったんですね、みんなと一緒になって、地域の人と一緒にな

って。で、水郷柳川をつくられた。今、この前も行ってきましたが、とても多くの人で観光も

やられてる。それから、近くは石川県の羽咋市の職員が、高野さんという人が担当になったと

ころで、限界集落神子原地区産、極上の棚田米をローマ法王に献上して、奇抜なアイデアで地

元産米のブランド化に成功して、都会から若者がふえて移住して直売所がはやっとるという状

況が紹介してありますが、こういう意味で三次にもそういう成功例を、本へ載るような成功例
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をつくるような取り組みをぜひともしてもらいたいと思ってます。

それで、10月からですから今から準備だろうと思いますが、そうした地域開発のための将来

構想が練られるような研修をどういうふうにされていこうとされるのか、まずお尋ねをしたい

と思います。

（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永地域振興部長。○議長（沖原賢治君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

地域応援隊の育成につきましては、研修制度も含め、しっかりと○地域振興部長（福永清三君）

した体制を構築する必要があると思います。９月中旬以降においても研修を計画をしておりま

す。この制度においては、市職員の育成という意味もありまして、最初から完璧な状態でスタ

ートできるものとは考えておりません。地域応援隊として活動する中で、問題を解決していく

力を職員にはつけてもらいたいというふうに思っております。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

本にも紹介されておりますが、地域公共問題解決に活躍する実践者であ○２０番（竹原孝剛君）

り、研究者でもある人材の養成所というのがあるみたいなんで、ここが全てええとは思いませ

んが、そうした地域問題を解決して活躍する実践者を養成していくということが必要だろうと

思うんで、ぜひとも今言う研修も強めていただきたいと思ってます。

それから、組織が５名程度ということで、業務として、仕事としてやるということになれば

組織再編ということも視野に入れられとるのかどうなのかということが一つと、それから調整

権限ですよね、管理職も行かれるということですから、調整権限がどの程度あるのか。それか

ら、事務分掌、業務分掌ですね、を明確にすべきじゃないかなと思いますが、いかがですか。

（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永部長。○議長（沖原賢治君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

今回の地域応援隊に対して、全体の機構改革ということについて○地域振興部長（福永清三君）

は考えておりません。兼務の中で職員が出ていくということになると思います。

それと、何らかの権限をということでございますけども、地域応援隊の活動というものは市

民の皆さん、また自治組織の皆さんとしっかりと対話を行い、またつなぐことを考えておりま

して、その活動を行うに当たっての特別な権限というものは必要とは現在考えておりません。

それと、事務分掌の考え方でございます。地域応援隊につきましては、市職員によって構成

をしますけれども、これは三次市の総合計画に掲げる４つの挑戦を命題とし、市民としっかり

対話、またつなぐことを業務の一環として行うこととしております。議員御指摘の事務分掌に

つきましては、現在三次市地域応援隊設置要綱を作成をしております。その設置要綱の中で、

設置目的、ま、理念もあります、設置目的、また隊員の職務についても規定をして運用するよ
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うにしておるために、事務分掌の策定については現在考えておりません。

（20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める）

竹原議員。○議長（沖原賢治君）

〔20番 竹原孝剛君 登壇〕

何にしても、この４つの挑戦も含めてぜひとも力を入れていただくとい○２０番（竹原孝剛君）

うこともありますが、地域をよくするという使命感を持ってもらって出かけてもらって、とも

によくしていこうと、やったぜという報告をぜひとも聞かせていただきたいと思ってますので、

取り組みを強化してもらうということを要望して私の一般質問を終わりたいと思います。あり

がとうございました。

この際休憩をいたします。○議長（沖原賢治君）

再開は13時からとさせていただきます。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

――休憩 午前１１時４２分――

――再開 午後 １時 ０分――

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

休憩前に引き続き一般質問を行います。○副議長（福岡誠志君）

順次質問を許します。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

それでは、皆さんごきげんよう。こんにちは。市民クラブの平岡でござ○２１番（平岡 誠君）

います。

お許しをいただきましたので、これから一般質問を行いますけども、質問に入る前に、先般

の本市における８月５日から６日にかけての大雨洪水の中で亡くなられた方もおられますし、

そして８月20日、広島市北部における大規模土砂災害によって73名の方が亡くなられ、いまだ

１名の方が行方不明であります。5,000棟に及ぶ家屋の全壊とか流出、倒壊、土砂流入という

被害に遭われ、今なお避難生活を余儀なくされている方もたくさんおられます。このたびの災

害で亡くなられた方に対してお悔やみと、そして被災された皆様に心からお見舞いを申し上げ

たいと思います。一日も早い復旧を願っております。

このたびの広島市北部の未曽有の大規模土砂災害は１時間に130ミリと言われておりますけ

ども、このゲリラ豪雨で想定をはるかに超えるものであったと言われております。私は、こう

した状況が全国各地で起きており、自然災害ではありますが、異常気象が今日では異常でなく

なってきているのではないかと思っております。私たち人間が自然を破壊し、結果として地球

温暖化に拍車をかけてきたことに対する地球からの強い警告と受けとめざるを得ないのではな

いかと思っております。私たちがこれまで歩んできた歴史は、人間の英知を結集して便利さや

効率化、利益の追求、そのためには地球、自然を壊しても仕方がない、こうした傲慢な生き方
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に警鐘が乱打されているのだと思っております。これまでの自分の生き方を恥じるとともに、

人間の余りの愚かさに改めて気づかさせていただいたところであります。これからもこうした

大雨洪水、大地震がいつ起きてもおかしくはないという思いを持ちながら、質問に入らせてい

ただきます。

まず第１点は、広島市北部の大規模土砂災害から見る本市の防災対策の課題についてお伺い

いたします。

既に、これまでの一般質問の中で、三次の中でも同じような土砂災害が起こり得るという思

いから、多くの同僚議員が災害対策について関連の質問を出されております。重複するところ

も出てくるかと思いますが、主には本市における地域防災計画から質問をさせていただきます。

１点目の、三次市地域防災計画の附属資料では、地すべり危険箇所２カ所、土砂災害防止法

に基づく土砂災害警戒区域、いわゆるイエローゾーンですけども、648、同じように土砂災害

特別警戒区域、レッドゾーンであります、のそれぞれの指定箇所、あるいは急傾斜地崩壊危険

箇所、土石流危険渓流箇所、水防法に基づく危険箇所、山地災害危険地区、危険ため池、宅地

造成工事規制区域、避難施設など、かなりきめ細かく示されております。その中で、これから

それぞれの危険箇所などの指定は全て調査して出されたものであるか、まずお聞きしたいと思

います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井総務部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

土砂災害警戒区域651カ所につきましては、それぞれ広島県が調査を○総務部長（藤井啓介君）

して指定をしているところでございます。危険箇所1,817カ所ございますが、これは平成14年

時点でございますけども、これも広島県が調査という、いわゆる図面上で調査をして出されて

おりますが、そのうちの651カ所については現地の調査も踏まえて出されているところでござ

います。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

今、651カ所ということでありますけども、今回の土砂災害を受けて新○２１番（平岡 誠君）

たなる、ま、県なりが調査してですね、ふえる可能性というのはどうでしょうか。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

全体で1,817カ所と申し上げましたが、その中で現在651カ所について○総務部長（藤井啓介君）

は現地調査を済んでいるというとこですから、その他の箇所についてはこれから調査をしてい

くということになりますので、当然調査が進めば土砂災害警戒区域、特別警戒区域がふえてく

ると考えております。
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（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

かなりの数の危険箇所区域でありますけども、これら危険箇所の災害防○２１番（平岡 誠君）

止、特にハード面の対策を全てとるということはできないだろうと思います。そういった中で、

砂防、いわゆる治山ダム、これらの建設状況なり計画について次にお伺いをしたいと思います。

今回の土砂災害において砂防ダムは一定の役割を果たしたと言われております。しかし、砂

防ダム内には土砂などで満杯となり、次に来たときは役を果たさない状況となっております。

広島県は土砂災害危険箇所が３万2,000カ所あり、全国一となっております。国も2015年度予

算で砂防ダム建設を急ぐと言っておりますけども、本市における砂防ダム、治山ダムの実態は

どうなっているんでありましょうか。建設計画の進捗状況なり、優先順位の決定方針について

お伺いしたいと思います。

（建設部長 花本英蔵君、挙手して発言を求める）

花本建設部長。○副議長（福岡誠志君）

〔建設部長 花本英蔵君 登壇〕

まず、砂防ダムの進捗状況あるいは優先順位の決定方法についてお答○建設部長（花本英蔵君）

えをいたします。

土砂災害防止施設の整備につきましては、広島県の整備計画、ひろしま砂防アクションプラ

ンにより事業を進めていただいております。ひろしま砂防アクションプランでは、平成23年度

から25年度の当初計画に引き続き、平成26年度から28年度を対象に継続となる次期整備計画が

本年６月に策定されました。整備計画における本市の砂防堰堤の進捗状況は、これは平成23年

から28年度の６カ年分になりますけども、８カ所を計画し、完成したのは１カ所、７カ所を継

続整備しています。また、優先順位につきましては、保全対象や地元の要望を踏まえ、介護施

設などの災害時要援護者関連施設、地域防災計画に記載されている避難場所、または多くの家

屋を保全対象とする箇所など、緊急度の高い箇所から整備していただいています。

（産業部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める）

上岡産業部長。○副議長（福岡誠志君）

〔産業部長 上岡譲二君 登壇〕

治山ダムの整備状況、優先順位についてでございますが、現在三次市○産業部長（上岡譲二君）

内には435カ所の治山ダムが整備されています。整備状況につきましては、国や県の予算状況、

事業の規模にもよりますが、県が事業主体となり、年間二、三カ所程度の整備が行われており

ます。今年度は、作木町上郷地区、布野町戸河内地区を整備予定としております。昨年度まで

に県へ要望した箇所については、本年度完了予定でございます。整備の優先順位につきまして

は、地元からの要望を取りまとめ、地元、県、市で現地確認を行った上で、緊急度に応じて広

島県が決定いたします。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）
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平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

砂防ダムなり、あるいは治山ダムについて、これから広島の土砂災害を○２１番（平岡 誠君）

見られましてかなりの要望というものが出てくるんだろうと思いますけども、土質、いわゆる

真砂土というんですか、その辺が今回非常に優先的に設置されるんではないかというふうに思

いますけども、その辺はきちっと地元の皆さんに理解を得られるような方向で建設を進めてい

ただきたいというふうに思っております。

次に、危険ため池の耐震化についてお伺いしたいと思います。

市内の重要ため池は23カ所が指定をされておりますし、一般の危険ため池は166カ所という

ふうになっておりますけども、その中で、県が昨年ため池の耐震診断調査及び補強工事につい

てということで、県内５カ所の大きなため池の測量なり地質調査をするということで行われま

したけども、昨年９月に一応地質調査が済んでおりますが、この５カ所に対する県なりの回答

というんですか、耐震化が耐えられるのか、それとも補強しなければならないか、その辺の今

の返答というのはどういうふうになっておるでしょうか。

（産業部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める）

上岡産業部長。○副議長（福岡誠志君）

〔産業部長 上岡譲二君 登壇〕

ため池緊急点検として平成22年から23年度に実施した1,000立米以上○産業部長（上岡譲二君）

のため池のうち、強度の大きいものの詳細、耐震診断として市内５カ所、昨年度広島県が実施

いたしました。結果については、現時点ではまだ県から診断結果が示されておりませんが、聞

くところによりますと、10月から11月ごろには示される予定ということでございます。結果が

示され次第、地元へ返していきたいというふうに思っております。危険であるというふうに判

定されれば、ハード対策なりソフト対策なり行っていく予定でございます。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

３・11の東日本の大震災以降、こういった問題が非常にクローズアップ○２１番（平岡 誠君）

されてきたわけでありますけども、先般の新聞にも全国の農業用ダム、ため池が多い都道府県

の点検状況ということで、広島県は点検の対象が約5,000ということで、そのうち調査が実施

が済んだのが80カ所と、それから耐震不足については精査中ということで、なかなか耐震化の

診断が遅々として進まない状況があるというわけでございますが、いわゆる南海トラフ巨大地

震が想定をされる中、ぜひともしっかりとした診断結果を出していただいて、補強工事なりそ

ういうものをとっていただくようにお願いしたいと思います。

次に、自主防災組織のかかわりについてお伺いしたいと思います。

自主防災組織における緊急連絡や避難方法などの組織活動のあり方や避難訓練など、今後の

自主防災組織の活動に対する指導等をこのたびの土砂災害を受けてどう進めるのか、その考え
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をお伺いしたいと思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井総務部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

自主防災組織への支援でございますが、支援につきましては、平成○総務部長（藤井啓介君）

25年度から27年度まで３カ年で自主防災組織の育成活動補助金を交付をするということとして

おりまして、既に昨年度と今年度については交付をさせていただいて、その中で各自主防災組

織、備品等の整備でありますとか、あるいは防災マップ等の作成に使われているところでござ

います。その中で、さらに先ほど申したように現時点では地域における１次避難場所や避難経

路を示した防災マップでありますとか、あるいは地域の緊急連絡網の作成をお願いをして、そ

れに取り組んでいただいてるというのが現在の状況でございますし、補助金以外の支援といた

しましては、行政から地元への避難訓練への参加協力でありますとか活動活性化のための情報

提供などを行ってまいりたいというふうに思っておりますし、この間議論をしていただいたよ

うな防災リーダーの育成についても今後は力を入れてまいりたいというふうに思っております。

具体的には、今後、全市域で自主防災組織を設立もしていただきましたので、全組織の代表者

による調整会議の開催でありますとか地域の防災リーダーの育成など、各組織の連携強化、充

実を図ってまいりたいと考えております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

やはり実動が一番大事なところだろうと思います。自助、そして共助、○２１番（平岡 誠君）

公助という形で、命を落とすことなく避難ができるということが一番求められているところで

ありますけども、今回の広島市の災害時、避難勧告あるいは指示がおくれたということであり

ますけども、その中でも、きょうの新聞も出ておりましたけども、これまでも出とった中です

けど、一斉避難勧告指示を伝える緊急速報メールが配信されていなかったとか、あるいは防災

行政無線の屋外スピーカーが設置されていなかった、防災用サイレンが作動しなかった、市の

勧告の２時間前に広島地方気象台からの時雨量70ミリになる予報ファクスが見逃されていたと

いうように避難指示がおくれたということでありますけども、こういったことに対して今後市

としても検証をしていけば広島市の分は明らかになるわけですけども、こういったことに対し

ても市としての対策というんですか、それの対応というのはどういうふうになっておるでしょ

うか。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

緊急時の連絡体制ということでございますが、本市も８月５日、６日、○総務部長（藤井啓介君）

集中豪雨においては河川の水位が上昇いたしまして、被害の発生が予測をされる三次町の一部
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に避難勧告を発令をいたしました。また、台風11号の接近に際しては暴風圏域に入ることが確

実でございましたので、自主避難を促すために９日の午後４時には避難準備情報を市全域に発

令をさせていただきましたけども、そのときの対応でございますが、伝達という部分で申し上

げれば、防災無線や音声告知放送、ホームページへの掲載、一斉メールの送信、ケーブルテレ

ビでの文字放送、自治連、自主防災組織に対しては避難所の開設に係る依頼とあわせて電話連

絡もとらせていただきました。また、避難勧告時には、市の広報車及び消防団の地域巡回によ

る広報を行ったところでございます。

今回そのような対応をとりましたけども、８月５日、６日の対応の中で、伝達をさらに迅速

化をしなければいけない、あるいは担当の明確化も必要であるという反省も行いまして、現在、

災害対策本部の暫定的な運用としてさらに役割分担を明確にしなければいけないということで、

本部体制を細分化をいたしまして、市民の皆様にそのような情報をお伝えする、今までは情報

連絡班ということで被害情報と市民の皆様にそういう伝達をするところを１つの班で行ってお

りましたが、市民の皆様にお知らせをするための専任の広報班というのを暫定運用ではござい

ますが、設けているところであります。また、避難対策班、河川氾濫監視班を新たに設置をし、

改善を図っているところでございますが、今回の広島市の災害あるいは本市の集中豪雨の反省

を生かして、より緊密な伝達ができるように改善を図ってまいりたいと考えております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

今、部長のほうからも言われましたように、今回の避難勧告、自主避難○２１番（平岡 誠君）

について、十分な住民に対する周知ができていなかったということで私もお聞きしとるんで、

その辺を聞かせていただいたところでありますけども、ぜひこれを教訓化をしていただきたい

と思います。

それでは、三次市では避難場所あるいは避難所が約160カ所、そして福祉避難所３カ所が指

定されておりますけども、大雨による浸水被害、そしてこのたびのような土砂災害、大きな地

震被害ではそれぞれの対応策が違ってくるのではないかというふうに思っております。特に、

広島市の災害では、避難所であったところへ避難したために被災して亡くなられたというとこ

ろもあったようであります。そういうことは、一定程度の災害の状況によって避難場所も周知

の仕方が違ってくるんではないかというふうに思いますけども、そこの辺の見直しについては

どうか、お考えを聞かせていただきたいと思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

避難所につきましては、災害対策基本法が改正をされまして、議員御○総務部長（藤井啓介君）

指摘のように、洪水あるいは地震、土砂災害、災害の種類ごとに緊急避難場所として指定をす

る必要がございます。広島市の場合も、土砂災害では指定をされなかったけれども洪水では指
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定をされてたという避難所が災害に遭ったということでございますが、そういった種類ごとに

指定をする必要がございまして、現在建設中の市役所の庁舎でありますとか、あるいは市民ホ

ールに加え、自主防災組織において地域で選定をいただいている緊急時の避難場所も参考とし

ながら、地域防災計画の見直しにおいて新たな指定を予定をさせていただいているところでご

ざいます。見直しを含めて、そのような対応をとらせていただきたいと考えております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

そこで、現実的に避難場所としてどうかなということでお聞きしたいの○２１番（平岡 誠君）

が、三良坂小学校が今度統廃合になって新しいところへ行くわけでございますが、あの三良坂

小学校跡地というのは小高いところであります。水害あるいは土砂災害、そういうものが影響

が少ないようにと思うんですけども、その辺の、現三良坂小学校の跡地をそういう避難場所と

してこれから検討する考えがあるかないか、お聞きしたいと思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

現在の三良坂小学校につきましては耐震性が非常に低いということで○総務部長（藤井啓介君）

ございますので、建物そのものは来年度において解体撤去を予定をしております。その後の利

活用については現段階で具体的にまだ検討に入っておりませんので、その後の利活用を検討す

る中で、そういった指定ということについてもあわせて検討させていただければと考えます。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

ぜひともしっかりと御検討いただきたいと思います。○２１番（平岡 誠君）

それでは次に、三次市は行政情報伝達を旧三次市が取り入れておりますケーブルテレビによ

る音声告知放送一本にするために、周辺部のオフトークなり防災行政無線を廃止していく事業

が現在進められております。あわせて、緊急時での防災一斉メール配信も行われておりますが、

このたびの災害状況、避難状況を見たとき、防災無線による屋外スピーカーを通しての緊急連

絡も必要ではないかというふうに思うわけであります。夜中ならなおさらであります。特に、

防災無線を活用して住民への危険周知をするために、他市では、防災無線は廃止するけど、他

の放送設備になりますけども今ある屋外のスピーカーは利用しますというような、東広島市な

り、あるいは豊岡市、三条市などのほうで、これは新聞に載っておりましたけども、ぜひ三次

も音声告知放送一本でするんじゃなくして、屋外のスピーカーで巨大な音を出して緊急を呼び

かけるというようなことをやってほしいと思いますけども、その辺のお考えをお聞きしたいと

思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）
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藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

緊急時の伝達は、音声告知放送のみならず、緊急の一斉メール等も含○総務部長（藤井啓介君）

めて複数の伝達手段を活用することが非常に重要だろうと考えております。議員御指摘の屋外

のスピーカーでございますが、現在市は音声告知放送の整備に最大限の努力をさせていただい

ておりますけれども、屋外での伝達手段というのも必要であろうというふうにも思っておりま

すので、今は音声告知放送の整備を優先をさせていただいておりますが、その後屋外へ、スピ

ーカーがいいのか、サイレンがいいのか、いろいろとあると思いますけども、そういった検討

もさせていただきたいと考えております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

私は防災無線が廃止されるというのは非常に今危惧をしとるわけであり○２１番（平岡 誠君）

ますけども、音声告知一本にするにしても、屋外における大音量によっての、やはり住民へ危

険を知らせるという装置というものは絶対に必要だろうというふうに思いますので、ぜひその

辺は前向きな検討をお願いしたいと思います。

それでは次に、現在、国道、県道の、市道も含めて一般道なり、あるいは高速道路が非常に

改良されてよくなっておりますけども、逆に便利になった反面、トンネルというものが非常に

たくさんあちこちでできております。緊急時あるいは災害時、そういったときに、トンネルに

入ると一切ラジオが聞けないところがたくさんこの市内の中でもあるわけでありますけども、

交通事故のときもそうでありますけども、災害時にも情報が聞けるようなシステムというんで

すか、ぜひとも市としても関係機関と連携をとり、トンネル内にアンテナ設備をしていただい

て、ラジオが、ＦＭでもＡＭでもいいんですけども、ぜひともそういう設備ができないか、そ

の辺を要求していただくことができないかお聞きしたいと思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

現在、道路のトンネル内におけるＦＭなりＡＭなりの放送でございま○総務部長（藤井啓介君）

すけども、こちらについては国、県ともに道路トンネルにおける非常用施設の設置基準に基づ

いた設置をされているところでございます。その基準は、トンネルの延長、そして交通量によ

って定まっておりまして、具体的に申し上げますと、例えば３キロの延長のトンネルですと交

通量が１日4,000台というのが一つの基準になっております。１キロメートルのトンネルです

と交通量が１万5,000台というのが基準になっておりまして、それ以上の交通量というところ

を基準にされて整備をされているというのが現状でございまして、そういった意味では受信施

設を新たに設置をするということがその基準に合致すればいいのですけども、合致しないケー

スも多いので難しい状況はあるわけですが、今の時代ですから何が起こるかわからないという
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こともございますので、関係機関、国及び県とも協議をしてまいりたいと思います。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

ぜひとも実現できるように取り組んでいただきたいということを強くお○２１番（平岡 誠君）

願いしたいと思います。

それでは、２番目の質問に入っていきます。

教科書の採択でありますけども、今年度は小学校で使用する、実際には来年使用するもんで

ありますけども、教科用図書と、そして来年度は中学校で使用する教科用図書の採択が教育委

員会会議において行われる予定になっております。このとき、学力テストの結果など、学校に

対しては公表せよと言うのに、教科書採択に係る教育委員会会議はなぜこれを非公開としてい

るのでありましょうか。人事案件というようなものは別に考えるべきでありますけども、ぜひ

とも開かれた教育委員会にしていただくためにも、もちろん傍聴なり、ケーブルテレビでの公

開なりということで、もちろん教科書の問題だけじゃなくして小中一貫教育の問題なり、市民

の皆さんの期待に応えるべく開かれた教育委員会にしていただきたいというふうに思うんです

けども、先般資料いただいとるから見させてもらいますと、調査員の委嘱や、それから選定委

員会の委嘱という形で行われ、その結果、８月18日に教育委員会議で教科書の採択を行い、そ

して９月１日に県内一斉に県教委が一括を公表しておりますし、また三次市教育委員会として

も９月５日に採択の結果、そして採択の各教科の理由ということを出されておるところであり

ますけども、これも、５日にも出されるような内容であるならば、何で非公開にしてまで委員

会をやらなければならないか、その辺はどういうふうに捉えられているのかお聞きしたいと思

います。

（教育長 児玉一基君、挙手して発言を求める）

児玉教育長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育長 児玉一基君 登壇〕

教育委員会の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第13条○教育長（児玉一基君）

第６項の規定により原則公開です。ただし、人事に関する事件、その他の事件について委員長

または委員の発議により出席委員の３分の２以上の多数で議決したときは、これを公開しない

ことができるということになっています。この法律と本市の公開基準に基づき、教育委員会会

議当日に公開、非公開の決定をしています。これまで非公開となった案件は、人事案件や個人

情報に関することでございます。先ほど御質問がありました教科書採択については、審議を公

開することは率直な意見の交換もしくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがあると

考えられるため、教育委員会議での議決により会議は非公開としております。

なお、教育委員会議の議事録や採択結果、採択理由につきましては、先ほど議員がおっしゃ

るように９月５日に公表をしております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）
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平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

非公開の理由はなかなか理解できんのでありますけども、県内でも大崎○２１番（平岡 誠君）

上島では公開をいたしておりますし、全国でも多くのところが、ここへ書いてあります北九州

市とか石狩市とかは公開をして傍聴を許可をしているものでありますけども、そういうふうに、

ふだんは情報公開をすると言いながら一定程度のものは非公開にするというんでなくして、こ

れは学力テストとは違いますけども、競争原理を生むようなことじゃないですし、公正な、透

明な、誰に見られても大丈夫だというようなものだろうというふうに私は理解してほしいと思

います。

といいますのは、前回の中学校の使用する教科用の図書の採択のとき、これは尾道市の教育

委員会であったんですけど、選定委員会から上げられたものが、最終的な採択の場である教育

委員会会議の中で教育長の独断によりかえられたということが現実にあるわけであります、非

公開の中で。そういうことであってはならんということで、ぜひこの辺も前向きな考えをして

いただきたいと思いますし、また調査員なり、あるいはそういう者がいろんな形で専門的な観

点から教科書を評価した部分でありますし、また選定委員会から上げられたものでありますけ

ども、こういったものを尊重する意味でも公開は十分必要だろうというふうに思いますが、再

度答弁をお願いしたいと思います。

（教育長 児玉一基君、挙手して発言を求める）

児玉教育長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育長 児玉一基君 登壇〕

先ほども答弁いたしましたですが、教科書の採択につきましては、教育○教育長（児玉一基君）

委員会議での審議、それにつきましては率直な意見の交換もしくは意思決定の中立性が不当に

損なわれるおそれがあると考えられるため、教育委員会での議決により会議は非公開としてま

す。しかしながら、議事録につきましては９月５日に公表したとおり、その議事の内容につい

て公表をしておりますので、それを今後も続けていきたいというふうに考えております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

それでは、今回の教科書採択に当たって、調査員の意見がきちっと評価○２１番（平岡 誠君）

をされているとか、あるいは展示教科書がその中へどれくらい意見が出されているのか、その

辺についてお伺いしたいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石教育次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

教科書の採択に当たりましては、まず調査員が広島県教育委員会が示○教育次長（白石欣也君）

す選定資料、選定委員会が示す観点等により全ての教科用図書について調査研究を行い、選定
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委員会に報告をいたします。選定委員会では、調査員の報告に基づいて全ての教科書について

審議を行い、その結果に理由を付して教育委員会に答申をしていただきます。この答申を受け

て教育委員会会議で審議し、採択を行っております。調査員には、各教科用図書の特色等につ

いて研究するという重要な役割がございます。選定委員会等で審議を行う際の判断のもととな

る研究を行っておりまして、調査員の研究は十分反映されております。

（21番平岡 誠君「展示教科書の件。図書館でも……」と呼ぶ）

教科書につきましては、まちづくりセンターにも常備しておりますが、三次市立図書館の中

央館のほうに新しい教科書を入れておりまして、教科書センターとして設置をしておりまして、

市民の方にもそこは見ていただけるようにしております。また、調査員については、それ専用

の教科書で研究をしていただくという体制をとっております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

ぜひ、これからの開かれた教育委員会にしていくためにも、こういった○２１番（平岡 誠君）

教科書の採択については非公開ではなくして公開になるような取り組みをしていただきたいと

いうふうに思います。

次に、３番目の全国学力テストについてお伺いします。

私は３月の定例会でもこの件については一般質問しておりますし、６月定例会においても同

僚の議員も一般質問があったものでありますけども、この４月に実施された全国学力・学習状

況調査、いわゆる全国学力テストの結果が先般都道府県別に公表されたところであります。こ

のたびの全国学力テストについて、テストの結果をどのように分析されているのか、さらには

問題点と課題は何かお伺いしたいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石教育次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

小学校６年生及び中学校３年生を対象としました全国学力・学習状況○教育次長（白石欣也君）

調査の結果が８月29日に公表されました。本市においては、小学校、中学校ともに調査対象の

国語、算数、数学の全教科におきまして、全国平均、広島県平均を上回っております。特に、

小学校では継続して課題であった書いて答える問題、記述式の問題ですが、これについて改善

をしております。しかし、これまでと同様に、知識、技能を活用して答えるＢ問題につきまし

ては、基本的な問題、Ａ問題のほうに比べると正答率が低く、今後も改善の取り組みを強化す

る必要があると考えております。今後、児童・生徒の学力の状況について詳細に分析しまして、

各学校における学力向上に向けた取り組みが具体的に進むよう指導していきたいと考えており

ます。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）
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〔21番 平岡 誠君 登壇〕

私も吉舎小学校の学校だよりを見させていただいて、そこには全国学力○２１番（平岡 誠君）

テストの吉舎小学校における状況も、その中身の問題も出ておりますし、またあわせて広島県

の「基礎・基本」定着状況調査の吉舎小学校の状況も載っておりますけども、こうして各学校

においては、きちっとその子どもたちの状況なり把握をしながら指導されていくんだろうとい

うふうに思っております。

そして、その中で、次の質問でございますが、今年度より教育委員会による学校別公表が解

禁をされたわけでありますけども、県教委は23市町別の成績をホームページで公表することに

しましたけども、市教委としての考えを再度お聞きしたいというふうに思っております。

とりわけ、いつも上位におります、トップにおります秋田県内では、25市町村で学校別成績

を公表することは考えてないと。それはなぜかというと、競争をあおらないほうがよいと。そ

して、調査結果は先生が参考にすればよいというようなことで、秋田県内の、あの有名なトッ

プ校の県内の学校でも、そういうふうに全体がレベルを上げるようにしているということであ

ります。そういった中で、ほとんどが学校別の成績は公表しないんですけども、中国地方にお

けると、新聞によりますと、岡山県内の９市町村と松江市が学校別の公表をしているという実

態があります。こういった中で、私は学校別の公表は子ども一人一人に対する学力に対してど

う対応しながら力を伸ばしていくのかを学校、保護者が周知すればよいことであって、殊さら

学校の序列化、地域の序列化や過度の競争につながるものにすべきでないと考えております。

まして、過去、三次において学力テスト改ざん問題を起こした背景をしっかり認識すれば、こ

れからも学校別の成績の公表はしないというふうに考えてもよいのか、その辺をあわせてお伺

いしたいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

全国学力・学習状況調査の結果の公表につきまして、広島県が県内の○教育次長（白石欣也君）

市町の結果を公表するということについては本市としても同意をしているところでございます

が、各学校別の公表ということにつきまして、議員もおっしゃっていただきましたが、６月の

定例会一般質問で答弁させていただいたとおり、各学校の結果についての学校別公表は行わな

いこととしております。また、公表に係り、広島県教育委員会から指導や指示等はございませ

ん。

教育委員会が本調査結果を学校別一覧にして公表することについては、序列化や過度な競争

が生じ、学校経営に支障を来すことが懸念されます。結果の公表については、議員もおっしゃ

っていただきましたが、少人数により個人が特定される場合を除きまして、各学校において、

それぞれホームページや学校だより等で分析、改善の取り組みとあわせて公表をしております。

全国学力・学習状況調査は、単に学力や学習状況を把握するだけではなく、教育施策や教育指

導の充実、学習状況等の改善を図るために調査結果を活用することが求められております。教
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育委員会としましてはこのことを最も重視しておりまして、本市や各校の調査結果を分析し、

他校の実践等も参考にしながらよりよい取り組みを進めていくことが重要であると考えており

ます。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

私も全く今教育次長の述べられることが正しいことだろうと思いますけ○２１番（平岡 誠君）

ども、危惧するのは、教育委員会が来年、改革というんですか、体制が変わるわけであります

けども、制度が変わりますけども、首長の介入というんですか、そういうものがしやすくなる

んではないかという危惧を常に持っております。特に、今回学校別の公表をした市町ですけど

も、それらに対して文科省は現在のところ罰則というんですか、首長が公表する権限はないよ

という、教育委員会があるわけで、首長にはないということをきちっと明確に述べて、もしそ

れをするなら一定程度のペナルティーをかけますよということを言っておりますけども、来年

以降、首長のいかんによっては教育委員会の頭ごなしに公表が進むんではないかということを

危惧しておりますけども、今教育委員会のほうから述べられましたことをきちっとこれからも

堅持をしていただいて、子どもたちの教育力、学校の学ぶ力をぜひつけていただきたいという

ことを再度お願いをいたしまして、この質問は終わりたいと思います。

それでは最後に、都市計画区域の変更についてということで、時間がないんですけども、い

わゆる都市計画区域というのがありますけども、これは広島県の中で広島圏域、備北圏域、備

後圏域、その中で三次の一部、庄原の一部は備北圏域の中に入っておりますけども、これはも

ちろん地域のいろんな事業をしていく中で、それを実施するためにも目標年次を平成32年に設

定をしながら、この都市計画区域の中でいろんな事業を進めようとしているものであります。

そういった中で、これまでいろんな事業が行われておりますけども、特に私の住んでおります

吉舎地区においては、公共下水なり、あるいは横断道の事業もおおむね済むということであり

ますけども、その辺で事業区域の見直しというのはできるんか、できないのか、その辺をお聞

きしたいと思います。

（建設部長 花本英蔵君、挙手して発言を求める）

花本建設部長。○副議長（福岡誠志君）

〔建設部長 花本英蔵君 登壇〕

都市計画区域内における事業の関係でございますけども、先ほどおっ○建設部長（花本英蔵君）

しゃいましたように横断道についても都市計画決定を行って、実際事業が現在行われてるとこ

でございます。議員、事業の見直しができるのかというふうにおっしゃいましたけども……。

（21番平岡 誠君「区域、区域」と呼ぶ）

区域というふうに解釈をさせていただいてお答えをさせていただきたいと思います。

都市計画区域内における、例えば建築確認申請の関係でございますとか、それから申請の関

係は、住宅などの比較的小規模な建物につきましても必要となります。これは、ごくわずかの
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範囲でございますけども、必要となります。これは、安全性や防火性を担保しつつ健全な市街

地の形成を図ることが都市計画区域の指定の効果として位置づけられており、法令に基づいた

ものでございます。計画区域の指定は、健康的で文化的な都市生活と機能的な都市活動を確保

するという都市計画の基本理念を達成するために、都市計画法や建築基準法などの法令の適用

を受ける土地の区画の範囲として、都道府県があらかじめ市町村などの意見を聞いて指定する

ものでございます。本市におきましては、来年度にかけて都市形成の基本方針を定める都市計

画マスタープランの策定を行っていく中で、まずはしっかりとまちづくりの将来像をまとめて

いくことが必要と考えます。

結論申し上げます。区域を変更できるか、法的に可能かという話になりますと、物理的にも

法的にもそれは不可能ではございません。今申し上げましたように、広島県が市町村の意見を

聞いて、県で都市計画審議会も開いて、国土交通大臣に協議をして同意をもらうという手続も

出てきますし、そして先ほど圏域のことをおっしゃいましたけども、広島県には３つの圏域が

ございまして、圏域のそれぞれのマスタープランも広島県が平成23年５月に圏域マスタープラ

ンをつくっております。そういった関係を総合的に勘案いたしますと、県が今度いつ都市計画

の区域の変更を考えるかということも出てきますので、そういった状況を踏まえますと、物理

的に不可能ではございませんが、早急にはできない、時間がかかるものと思っております。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

これも見させてもらったわけでありますけども、三次圏都市計画区域の○２１番（平岡 誠君）

整備、開発及び保全の方針の中、あと大きな事業として残っておるのは道路関係でありますけ

ども、これも旧三次市と三良坂であります。それから、町並み環境とか道路とかというのはも

ちろん三次でありますけども、三次市中心市街地の問題、それから区画道路、公園整備、三良

坂地区と。さらには土地区画整理事業、これも三良坂地区ということを、私も地元から聞かせ

てもらう、今部長のほうから言われました建築確認が非常に住民としては煩わしいというんで

すか、簡単な屋根をつくっただけでも建築確認を申請して、その許可をもらわなきゃならない

というようなことで、さらには都市計画税を今、年３億円ぐらいですかいね、入っておると、

決算で見させてもらってあるんですけども、吉舎の場合には今０なんですよね。０で区画を入

って、そういう建築確認のことも確認申請もせにゃいけんというようなことで、都市計画税も

今払っていないというような状況だったら、縮小しても、極端に言えば三良坂と旧三次市でや

っていけばええというふうに私は単純に思うんですけども、その辺はどうしてもだめでしょう

か。

（建設部長 花本英蔵君、挙手して発言を求める）

花本部長。○副議長（福岡誠志君）

〔建設部長 花本英蔵君 登壇〕

議員おっしゃいますように、確かに三次圏の中には３つ御紹介いただ○建設部長（花本英蔵君）
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いたようにございます。吉舎は、旧三次と、それから三良坂とは若干性格が異なっております。

ということで、そこだけを見直したらどうかということでもございますが、先ほど申しました

ように、広島県が一応最終的には決めますので、そういったところで市としてもマスタープラ

ンをまず考えて、マスタープランは整備の方針でございますから、その上に都市計画区域の変

更なり廃止とかといったものがおります。上位におります。ですから、マスタープランをつく

るからといって、すぐそれに影響するわけじゃないんですが、そのマスタープランの中で整備

方針を定めて、それでやはり吉舎は縮小したほうがいいだろうということになると、その次の

作業ですが、上位のところへ、広島県が都市計画の見直しを考えるといったときに市として意

見を申し上げるというか、そういうことはできると思います。

それともう一つ、先ほど煩雑というお話をいただいたんですが、これは都市計画区域内と区

域外で建築確認のどこが違うかというと、同じとこは申し上げません、違うのは、木造の場合

の建物２階建てで500平米までと木造以外の場合の平家の200平方メートルまでということで、

またあと商業施設とかというのは別なのがあるんですが、物販店とか、住居の場合だったらそ

の範囲が違うだけでございますので、煩わしいということはおっしゃらずに、どっちかという

と、結局まちづくりの防災、安全の担保に加えて、建築確認をすることによって、住む方はも

ちろん、そして近隣の方の生命、財産を守ることにつながりますので、私たちも変更の可能性

についても探っていきますけど、そういうところで建築確認のほうもやっぱり必要なんだなと

いうことで御理解をいただきたいと思います。

（21番 平岡 誠君、挙手して発言を求める）

平岡議員。○副議長（福岡誠志君）

〔21番 平岡 誠君 登壇〕

私の学習能力がないんで、部長を上回ることはできませんけども、メリ○２１番（平岡 誠君）

ット、デメリットという単純な私の思いでありましたけども、それはメリットも多分にあるん

でしょうけども、それもまたゆっくり聞かせていただいて、私も住民の皆さんへ説得せにゃい

けん立場になるかもわかりませんので、またその辺はよろしくお願いしたいと思います。

以上で私の一般質問を終わらせていただきます。御清聴ありがとうございました。

順次質問を許します。○副議長（福岡誠志君）

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

会派ともえの新家良和でございます。○１２番（新家良和君）

最初に、今定例会で議長からも、また同僚議員からも、いろいろと平成26年８月豪雨につい

てお悔やみやお見舞いの言葉がございましたが、今定例会最後になりますので、私からも、こ

のたびの全国で被害をお受けになられた、またお亡くなりになられた方々に対して、とりわけ

８月20日の広島安佐北区、南区の土砂災害において73名の方がお亡くなりになり、いまだ１名

の方が行方不明になっておられます。住宅の倒壊や避難生活を余儀なくされておられる方もあ
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り、心を痛めております。御冥福をお祈りするとともにお見舞いを申し上げまして、通告に従

って大項目で２件の質問をさせていただきます。

約１年半ほどお世話になっておりますこの布野支所の議場、会場において議会活動を続けて

きましたが、定例会の一般質問は今回が最後になるだろうと思っております。今定例会の最後

の質問者ということは、この布野支所の議場で最終の質問者になりますので、それなりの質問

をいたしますので、明快な御答弁、記念すべき御答弁をお願いをいたしたいと思います。

最初に、大項目の１番目の交流人口増大に向けた取り組みについてお伺いをいたします。

平成26年度末に全線供用開始になります尾道松江線の展望をして、平成23年度に地域戦略プ

ランの審議会が、優先すべき課題として交流人口拡大に向けた３つの優先的事業を市長に提言

をいたしました。その一つは、本市の基幹産業の一つであります農業を中心とした交流人口の

拡大を図るために道の駅整備事業でございまして、２つ目はにぎわいの創出による交流人口の

拡大を図るために三次町における観光拠点施設の整備事業であり、３つ目はスポーツによる交

流人口の拡大を図るために酒屋総合交流施設整備事業でありました。過去にこれに関連した質

問も幾つかさせていただきましたが、今回はレビューも含めて執行部の見解をお伺いし、また

提言もさせていただきたいと思っております。

最初に、農業による交流人口の拡大についてお伺いをします。

道の駅整備事業にかわる事業として、農業交流連携拠点施設が来年４月のオープンを目指し

て、現在東酒屋に建設中でございます。これに関する利用客のターゲット並びに尾道松江線を

利用する方々の誘客をどのように図るのか、まずお伺いをいたします。

（特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君、挙手して発言を求める）

堂本特命プロジェクト推進部長。○副議長（福岡誠志君）

〔特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君 登壇〕

農業交流連携拠点施設の整備の経過につきましては、○特命プロジェクト推進部長（堂本昌二君）

平成24年５月の全員協議会で方針をお示しし、以後、段階を追って７回の全員協議会で説明を

させていただくとともに、今回の総合計画においても核として位置づけをしたところでござい

ます。

本施設の利用者のターゲットといたしましては、基本計画書の中でも示しておりますように、

来訪形態では市内の周辺から約４割、都市部から約６割の利用を想定しているところでござい

ます。尾道松江線からの誘客という点ではございますが、本施設につきましてはオール三次ブ

ランドの創出によります魅力のある目的地となる施設なりを整備し、周辺施設との相乗効果を

見込みながら、先ほどのような利用者数等の想定をいたしております。によりまして、通過に

よる道の駅的なものではなく、通過ではなく目的地となる施設という意味での誘客を今後図っ

ていき、基本計画書にありますように26万人の集客を図っていこうというのが本施設の目的で

ございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）
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〔12番 新家良和君 登壇〕

利用客のターゲットについては今お伺いしましたけども、東酒屋地区に○１２番（新家良和君）

建設をされております農業交流連携拠点施設は、今部長がおっしゃるように、目的がなければ、

尾松を利用する利用客はわざわざ三次東ジャンクションで中国自動車道に乗りかえて、なおか

つ三次インターでおりて農業交流連携施設まで行くというような行動はなかなかとれない。し

たがって、尾道松江線を利用する誘客は極めて困難であろうと推定するんですが、いかがでし

ょうか。

（特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君、挙手して発言を求める）

堂本部長。○副議長（福岡誠志君）

〔特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君 登壇〕

これまでもあらゆる機会を設けて説明させていただ○特命プロジェクト推進部長（堂本昌二君）

いたように、本施設は、尾道松江線の開通はもとより、これまでの施設としてワイナリー、そ

して運動公園、そして奥田元宋・小由女美術館等の誘客施設がある酒屋という地域を想定しな

がら、そこに魅力を集めることによって誘客しようということでございまして、直ちに通過す

る車両からの集客というものではなく、その相乗効果の中で集客するということでございます

ので、尾道松江線の通過するお客様も引き込むと同時に、魅力ある施設として集客を図れるよ

うな整備とするということが目的でございますので、議員が御指摘をいただいておりますよう

な道の駅そのものの誘客とは違うという点については御理解をいただきたいと思っております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

本来の道の駅の機能とは違うということは若干理解はできるんですけど○１２番（新家良和君）

も、もともとのこの事業の根本は道の駅整備事業から派生したものだと私は理解しております。

したがって、尾道松江線が全線開通することによって、いかにここに交流人口拡大のための誘

客を行うかということがそもそもの出発点であったように思いますけども、確かに尾道松江線

利用客がこの施設に来るということは極めて困難であろう、したがってそれ以外の誘客も含め

て魅力ある、目的のある施設にするためにいろいろ努力をするんだとおっしゃいますけども、

例えば尾道松江線が25年３月に三次東ジャンクション、インターチェンジまで開通したときに、

時を同じくしてできた庄原の道の駅たかのであるとか、あるいは雲南吉田のたたらば壱番地は、

その後すごいにぎわいをもって今日に至っておりますし、地元への経済効果も相当なものがあ

ったと理解をしております。それとはまた違った意味合いで、この施設をもし今後運営されよ

うということであれば、これらの２つの道の駅に比べて優位性として私はやはり劣っておるん

じゃないか。したがって、目的である26万人集客する関連施設を含めて101万人にするという

この計画は、そう簡単に実現できるものではない。じゃ、具体的に魅力がある、目的がある施

設とするために何をどのようにお考えなんですか。

（特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君、挙手して発言を求める）
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堂本部長。○副議長（福岡誠志君）

〔特命プロジェクト推進部長 堂本昌二君 登壇〕

先般から申し上げてるとおり、これまでの説明で申○特命プロジェクト推進部長（堂本昌二君）

し上げたとおり、道の駅そのものではなく、農業の振興を図っていくということも大きな目的

の一つとしてやっておりますので、今比較にされた道の駅たかのあるいはたたらば壱番地とい

うものとは意味合いが違ってるということは御理解をいただきたいと思っております。

さらに、この施設についての優位性を出したいという面では、農産物等の売り場や調理体験

工房などの活用によりまして、生産者と消費者の交流を一つの魅力として考えております。こ

れらは先ほど申された道の駅等には余り存在してないものではないかなと思っておりますが、

そのような交流というものもこの大きな施設のテーマの一つで、名前にも農業交流というテー

マにさせていただいております。そのようなものを通じながら農家と生産者が触れ合う場にも

なる、そしておいしいものをしっかりアピールできる場になるということでのアピール、集客

を図りたいということでございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

おっしゃる意味合いはよく理解できるんですけども、いずれにしても尾○１２番（新家良和君）

道松江道は来年３月には全線開通するんです。したがって、そのメリットを最大限生かすため

には、尾道松江線の利用客もできるだけ多くここに誘客するようなことをしなければいけない

と思うんです。ただ、ロケーション的になかなか誘客が難しい。したがって、何か農業交流連

携拠点施設に尾道松江道を通ってきてくださった方に特典をあげるような、例えば物を購入さ

れれば一定の料金の割引をするとか、そのような優遇措置は考えられないものかどうか見解を

お聞きします。

（市長 増田和俊君、挙手して発言を求める）

増田市長。○副議長（福岡誠志君）

〔市長 増田和俊君 登壇〕

何か今から事業を起こすような感で論議が進んでおるわけでありますが、○市長（増田和俊君）

今おっしゃったことは７回の全員協議会の中でそれぞれの議員の皆さんから御意見なり御指摘

を受けながら、今一歩一歩着実に進めて、今や来年の３月完成、開通と合わせて完成をさせて

いこうということでありますから、新家議員のおっしゃることは十分我々も何回も聞いており

ますし、そのことを決して無視、軽視するつもりはありませんが、これを論議にして展開する

というよりは、いかに農業交流施設をこれから本当の意味の三次の、スルーされる町でない、

通過される町でない、そういう目的地を持った場としての一部の役割をどう担っていくか、私

はそこが大事なことであると思っております。

決して他の自治体のされてることは否定するものではありません。我々も将来的にはそこら

もどう描いていくかというのは十分頭の中へ描いとかなきゃいけない点であろうと思いますが、
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同時にするということは困難であるから、我々の一つの第一弾の戦略としては目的地、尾道松

江線からこちらへ入ってこないという否定的な新家議員の御意見については、私は少し見解違

う。今のあそびの王国でも、現実に、まだ開通してない中でも、尾道、福山を中心とした東部

から多くの皆さんがいらっしゃっておる事実もあります。そうした１つの施設だけで魅力性と

いうのは極めて困難であるということで、ワイナリーとセットにしながら、なおかつ美術館と

いう大きな施設、さらにはあそびの王国、スポーツ公園、さらには今まだ未開通でありますが、

南部農道、これ今広島県のほうで努力をしていただいて、ピオーネ団地まで約100ヘク超える

丘陵地がありますが、1.5キロぐらいでしょうか、その間の一部しか今工事も残ってない状況

で、それを開通することによってのピオーネ団地の100ヘクを超える丘陵地を一つのバックグ

ラウンドにしながら、それで尾道松江道からも誘導してくる。

ただ、私は見方としては、ただ尾道松江道だけをターゲットにしちゃいかんと思っておりま

す。あくまでも100万という広島の大都市圏ですね、三次の、あるわけですから、そこをひと

つ大きなターゲットにしながら、なおかつ尾道道が開通したことによっての東部地区あるいは

島根、山陰の皆さんにも三次へおりてもらう。おりて、ただ単なるそこでサービスを提供して、

それから素通りしてもらうんでなしに、おりてもらって、なおかつ今から質問が出ていくであ

ろう三次町のにぎわい再生とか、あるいは森の泉とか、いろいろな農業体験とか、またカヌー

とか、いろいろな三次における周回をしていく、さらには隣接して庄原市さんと備北観光ネッ

トワークをつくって観光を一緒になってやろうということをやっておりますが、そうした広域

の中で、世羅町さんも含めた中で、瀬戸内海と山陰の大きなブランド的な観光地との対抗して

いくためには、まずそれを第一弾でやっていくのが私は必要ではないかな、そのことを７回の

中で申し上げておりますから、まず否定的でなしに前向きにこれは進めていこうじゃないです

か。今から事業をやめたというような状況でいくわけもありませんので、いかに三次が生き残

れるか、そういう面での論議を私は期待しておりますし、やっていこうじゃありませんか。

以上でございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

早々と市長から御丁寧な答弁をいただきました。私は決して否定しとる○１２番（新家良和君）

んじゃないですよ。尾道松江線の利用客を引っ張ってくるのが難しいから、何か特典をつける

ようなサービスをすればプラスアルファで尾道松江線の利用客も来るのじゃないかということ

を申し上げとるんであって、誤解のないようにお願いをしたいと思います。

（副市長 津森貴行君、挙手して発言を求める）

津森副市長。○副議長（福岡誠志君）

〔副市長 津森貴行君 登壇〕

先ほど部長答弁いたしました内容について、少し補足をさせてください。○副市長（津森貴行君）

まず、地域戦略プランに示しておりました道の駅整備から農業交流連携拠点施設整備への変
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遷ということにつきましては、これは平成24年５月に尾道松江線を生かすオール三次活力づく

りの展開ということを御説明させていただきました。以降、順次、オール三次観光交流戦略の

イメージマップ、また酒屋地区の観光交流拠点構想、そして平成25年５月に農業交流連携拠点

施設の整備計画の案ということで明らかにして、議会へも御説明をさせていただいてきたとお

りでございます。

その中で、中国横断自動車道尾道松江線の交通利用は尾道松江線のみにあらわれるものでは

ありませんで、連結する中国自動車道の利用にも波及するものであります。尾道松江線と中国

自動車道とはお互いに相乗的な交通利用があるものとして、その両方の効果を捉えていくこと

がふさわしいと考えております。こうした考え方も含めまして、尾道松江線のサービスエリア、

またパーキングエリアのかわりになる拠点ということから、三次市としての産業戦略、これは

農業生産力、販売力の強化ということでございますけども、これが第一であるということと、

さらに既存の魅力を生かした観光交流戦略、これは十日市地区、三次地区、酒屋地区という、

この中核エリアの既存の魅力、交流機能を生かすということでございますが、こうした戦略に

則する拠点へと、より戦略性を高めた施設に見直してきたということが基本的な考え方でござ

います。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

次に、にぎわい創出による交流人口拡大についてお伺いをします。○１２番（新家良和君）

さきの全員協議会において、三次町のまちづくりを行っておる協議会との討論を踏まえて、

このたび三次地区拠点整備基本計画をおまとめになり、提出をされました。まだ最終合意では

ないとは思うんですけども、この中に、資料を見させていただきますと、基本構想の中に三次

地区の歴史、文化の伝承機能という項目がございます。基本計画として、地区内にある三次市

歴史民俗資料館の後継機能として、歴史、文化等の資料を的確に保存、収蔵、展示する機能を

再構築することという項目がございますが、確かに観光機能とあわせてこういった文化的な資

料の保存、展示、公開というのは極めて重要であろうと理解をしております。ただ、こういっ

たことについては、この三次市は非常に多くの歴史的、文化的資料があちこちに点在しており

ますので、歴史民俗資料館の資料だけじゃなくて広く三次市全体を捉まえて計画されるほうが

いいと思いますが、いかがでしょうか。

（副市長 津森貴行君、挙手して発言を求める）

津森副市長。○副議長（福岡誠志君）

〔副市長 津森貴行君 登壇〕

三次地区の拠点整備の基本計画、これは案でございますが、こちらにお○副市長（津森貴行君）

示ししているとおり、現在の三次市歴史民俗資料館が展示、収蔵している資料等につきまして

は、辻村寿三郎人形館に係るものを除きまして、新たな拠点施設に引き継ぐことを考えており

ます。その他の資料については、市の既存の建物の有効活用を踏まえる必要もありますので、
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現時点では拠点施設への導入は選択肢扱いとしておりまして、設計段階までに精査をしたいと

いう考えでございます。具体あるいは特定の資料の扱いにつきましては教育委員会からお答え

をいたします。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

昨年の12月定例会で、山代巴の関係資料約7,000点の整理、保管、活用○１２番（新家良和君）

について請願が提出されました。議会として願意妥当として、全会一致で採択しました。同じ

ようなものが当然行政サイドにも出ておると思いますけども、行政サイドのこれらの取り扱い

についてどのようになっておるかお伺いいたします。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石教育次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

山代巴関連資料につきまして、その保存と展示等の要望ということで○教育次長（白石欣也君）

地元団体からの要望をいただいております。これにつきましては、山代巴記念室にその一部を

今資料として常設の展示をしております。そして、資料全体については、三良坂支所に資料を

体系的に整理して保管しております。公開につきましては、昨年度、要望もいただきまして、

企画展示として保存資料の一部を三次市立図書館のほうへ展示し、市民に公開をいたしました。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

請願で出されたこの資料の問題については、旧三良坂町時代に寄贈され○１２番（新家良和君）

た極めて重要な資料だと伺っております。とりわけ書簡類などが経年劣化によって随分と傷ん

でおりまして、電子化などの保存が必要であろうと、関係者もそのように訴えておられますが、

その辺についてのお考えはいかがでしょうか。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

先ほど、地元団体からいただいた要望書には、マイクロフィルム化の○教育次長（白石欣也君）

検討をということもございました。現在、山代巴の資料全体で4,441種類、7,025点を所蔵して

おります。そして、その中で個別にいろいろ、撮影も撮っておりますし、写真としてですね、

それから台帳としても作成をしておりますし、録音テープもこの資料の中へ入っておりますが、

それもデジタル化をしておるものが既にございます。マイクロフィルムは電子データとしてと

いうものではございませんので、私どもではこれをデジタルデータ化とあわせて今研究をして

おりまして、すぐにこれができるというふうには現在のところはまだお答えできませんが、ほ

かの手法も検討する中で、電子データ化が将来にわたってですね、ほかの山代巴の資料以外の
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ものも貴重な資料を後世に残していくという大きな課題がございますので、そういった部分し

っかり研究し、ちゃんとした文化財として保存ができる体制を考えていきたいと思っておりま

す。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

三次市文化会館の跡地の利用について、いろいろな取りまとめができて、○１２番（新家良和君）

新たな施設をこれから建設される計画になるだろうと思うんですけども、以前にもお伺いしま

したときに言いましたように、この施設は交流人口の拡大に対して極めて大きなインパクトを

与える施設ではないと私は思ってます。したがって、今のように歴史民俗館の資料をここの中

で保存、展示するようなことを考えられるんであれば、例えば山代巴の資料も含めたり、ある

いはその他の市内に点在するいろいろな貴重な資料を一堂に会するような方法をあわせて考え

られたらどうかという御提言を申し上げておりますが、いかがでしょうか。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

文化会館の跡地活用の新たな施設、この基本的な考えは先ほど津森副○教育次長（白石欣也君）

市長が答弁申しましたとおり、歴史文化資料等の展示及び調査研究というものとあわせて、歴

史文化資料等の保管、保存という部分でのスペースもオプションとして、選択肢として考えて

いこうというふうに入れております。教育委員会といたしましても、ほかにさまざまな文化財

の資料、今点在して保管をしておりますが、これは１つの拠点の施設へ集約するばかりではな

く、市内の空き施設を有効活用するということも考えていくということが大事だと思っており

まして、今後そのことも含めてしっかり検討していきたいと考えます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

次に、スポーツによる交流人口の拡大について何点かお伺いをいたしま○１２番（新家良和君）

す。

三次は多くのプロ野球選手を輩出しておりますし、児童や少年の野球が極めて盛んな町であ

ろうと思っております。昔、野球少年であったいわゆるシニア層も、野球をしたいと思いなが

らも、仕事上の関係であるとか、なかなかそろって練習ができないということもあって、いろ

いろと苦慮をされておるようです。１人でも練習ができるようなリバウンド壁をみよし運動公

園内に設置したらどうか、そうすると１人でも仕事終わりに行って練習ができる、また野球だ

けじゃなくて他の球技でも同じように練習ができるという可能性があると思いますが、極めて

健康づくりの観点からもいい提案であろうと思いますけども、お考えをお伺いいたします。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）
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白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

ことし、リバウンド壁の設置について、運動公園の中でという御要望○教育次長（白石欣也君）

いただいております。本市では、「いきいき健康日本一！」とスポーツのまち三次をスローガ

ンにいろいろな取り組みを進めておりますが、リバウンド壁の設置につきまして、スポーツの

まち三次の推進に効果的なものであると考えております。ただ、運動公園全体の中の整備計画

の中で検討する必要があると考えております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

先月、私どもの会派で徳島県の阿南市で視察に行かせてもらいました。○１２番（新家良和君）

阿南市は、産業部の中に野球のまち推進課というのを設立されて、野球のまち阿南として全国

にその情報発信をして、まちおこしに極めて大きな成果を上げられておるということを学ばさ

せていただきました。交流人口の拡大にもつながっておりますし、県内外から各種の野球大会

のメンバーを募ったり、あるいは合宿の誘致を実施されておるということを伺いました。その

中で、とりわけシニアリーグの開催が町の活性化に大いに寄与しておると。野球と観光をセッ

トにした、土曜、日曜を使った１泊２日の野球観光ツアーを行って、ホテルや飲食業や、ある

いはその他のところに極めて好影響を与えとる、すなわち地域に金が落ちる仕組みづくりをや

られております。このような阿南市の取り組みについてどのようにお受けとめになられたか、

まず印象を聞かせてください。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

阿南市の取り組みを議員に御紹介していただきました。スポーツのま○教育次長（白石欣也君）

ち三次を推進している私どもにとりましても、市民のスポーツの活性化がまず大目標ですが、

それにあわせて交流、観光も含めて、市外の方とスポーツを通じて交流が生まれるということ

も非常に大きな効果があるというふうに考えております。

（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永地域振興部長。○副議長（福岡誠志君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

私は阿南市に行ってはおりませんけれども、議員御提案のように、○地域振興部長（福永清三君）

そういったスポーツを通じて集客を図る、またその中で地域の皆さんが交流できるという取り

組みはすばらしい取り組みであろうというふうに思いますので、私どもとしても三次市独自の

どういった取り組みがあるのかというところについては参考にさせていただきたいと思います。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）
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〔12番 新家良和君 登壇〕

スポーツによる交流人口の拡大を図るために酒屋総合交流施設をつくろ○１２番（新家良和君）

うというのが、もともと地域戦略プランの中の一つにあったわけです。これが、前回の定例会

の同僚議員の質問については全く進展しておらず、27年度以降検討するという極めて後退した

プランになっとるわけです。したがって、スポーツを通じた交流人口を拡大するためにも、例

えば阿南市が行っておるようなことをまずやられたらどうかということを今提案しておるわけ

です。町も活性化し、地元も潤って健康にもつながるし、そういうようなことを、スポーツの

まち三次を目指すのであれば、阿南市のように、野球のまち阿南じゃなくてスポーツのまち三

次課というのをつくるぐらいの意気込みが欲しいんですよ。そうして全国各地からいろいろと

そういう人を呼んで、町の活性化につながるような施策につなげてほしいというお願いをして

おるわけです。

本市の先ほどちょっと触れましたシニア層を中心に、仮称きんさいリーグを起こそうという

動きが民間に今ございます。将来的には、このリーグをもっと拡大して、阿南市のように、例

えば１泊２日のシニアリーグ大会をこの三次に泊まってもらい、三次で食べ、飲み、そして三

次にお金を落としてもらえると、そういうような姿をぜひ行いたい。このようなことに対して

行政としてどのように支援をしていただけるか、お考えがあれば聞きたいんですけども、ある

程度、今民間が進めておりますこの案も具現化してきつつあります。できれば、ロケーション

や球場の稼働率を見て、甲奴のジミー・カーター球場を本拠地としてそういうリーグ戦をやる

ようなことが将来的にもしできれば町の活性化にもつながるだろうと思いますが、行政として

どのような支援ができるか、現時点で考えられるところで結構ですから、お聞かせをいただき

たいと思います。

（教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める）

白石次長。○副議長（福岡誠志君）

〔教育次長 白石欣也君 登壇〕

仮称きんさいリーグの御要望、承っておりますが、市として協力をと○教育次長（白石欣也君）

いう部分につきまして、まず会場、カーター球場を御希望されてるということで、その利用が

できるようにしていただきたいというお話、それから市としても野球チームをつくって参加し

てもらいたいという御要望もいただいております。会場につきまして、甲奴のカーター球場に

つきまして、時期とか土日をどれぐらい使われるかということもあろうかと思いますが、非常

にシニアリーグというのは新しい層の、シニアということですから一定年齢の高い方のスポー

ツの振興ということで、新たなスポーツの人口拡大という部分でも非常に効果的なものだと考

えておりまして、しっかりそういった会場についてはいろいろ調整もさせていただきたいとい

うふうに考えております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕
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本市は、2020年の東京オリンピック、パラリンピックの事前合宿誘致に○１２番（新家良和君）

手を挙げられました。大いに評価できる内容であろうと思います。詳細については、さきの定

例会で同僚議員のほうが細かく聞いておりますので割愛をしますが、この事前合宿の誘致と先

ほど触れました酒屋総合交流施設との関係はどのように今お考えになっておるかお聞かせをい

ただきたいと思います。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井総務部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

オリンピックの事前合宿の誘致につきましては、総合計画でも計画し○総務部長（藤井啓介君）

ておりますが、合宿の誘致そのものの目的は、やはり三次市の子どもたちに将来的な希望や夢

を贈ろうということが目的でございます。そういった目的で合宿誘致を展開をしておりますけ

ども、運動公園などの具体的な施設等につきましては、運動公園などの既存のスポーツ施設や

宿泊施設を最大限に活用してまいりたいと考えております。したがいまして、現段階では具体

的な受け入れについての協議等もまだ決まっておりませんので、そういったソフト的な部分に

ついては、詳細にわたっては具体的な協議あるいは国が決定をする時点で整えていきたいと考

えております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

今の答弁でありますと、オリンピック、パラリンピックの事前合宿誘致○１２番（新家良和君）

と酒屋総合交流施設との関係は全くないということでよろしゅうございますか。

（総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める）

藤井部長。○副議長（福岡誠志君）

〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕

現時点では、酒屋総合交流施設の基本計画を策定をしておりませんの○総務部長（藤井啓介君）

で、施設の利活用について事前合宿の誘致とリンクをさせてはおりません。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

尾道松江線の全線開通を来年の３月に控えて、本市は今年間総観光客数○１２番（新家良和君）

を300万人、１人当たり観光消費額を2,000円という目標を立てていろいろと取り組みを行われ

ております。平成19年に310万人でピークに達した総観光人員も、平成23年には273万人に減少

しました。平成24年には279万人に、さらに昨年25年は295万人と回復をし、目標の300万人ま

であと一歩まで迫っております。一方、１人当たり観光消費額は、平成24年に1,624円と極め

て低迷をしております。すなわち、これは三次に来られても三次に滞在する時間が短いという

ことの証左であろうと思います。１人当たり観光消費額の25年の実績についてお伺いします。
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（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永地域振興部長。○副議長（福岡誠志君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

平成25年のまず県の平均でございますけども、広島県の観光消費○地域振興部長（福永清三君）

額平均で5,860円でございます。三次市の観光消費額は平成25年度1,660円でございまして、広

島県内23市町のうち12番目となっております。観光消費額は、旅行に係る交通費、土産代、宿

泊、飲食、入場料などを１人当たりに割り戻して算出するものでありますが、議員御指摘のよ

うに、本市の場合は宿泊を伴わないケースが圧倒的に多いということで、観光消費額としては

平均的な位置にあると考えております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

地元の経済に貢献するためには、当然たくさんのお客さんに来てもらう○１２番（新家良和君）

ことも大切ですが、やはりたくさんその方たちにお金を落としてもらうこと、すなわち１人当

たりの観光消費額を上げることが極めて重要です。今、25年度の実績を聞きましたけども、ほ

ぼ24年度と横ばいです。25年度に総観光客数が回復してきたのは、私は一つは三次東インター

チェンジ、ジャンクションが開通したからだと。そのために、尾道松江線を利用する、とりわ

け島根県から来られる方が三次東インターチェンジでおりられて三次の町なかに来られたんで

あろうと推定をしてます。したがって、もし来年３月、全線開通となった場合に、果たして冒

頭に申したように尾道松江線を利用される方が同じように三次におりてこられるかどうか、そ

の辺が極めて疑問に感じておるところでございます。

農業交流連携拠点施設も、道の駅たかのに比べると、尾松ということを起点にするとロケー

ションもスケールも凌駕できないと思ってます。したがって、半径150キロ圏内に450万人の定

住人口を擁するこの三次市が、高速道路の結節点となる極めて拠点性の高い地域になりながら

も陰陽の単なる通過点になったんじゃいけない、そのように非常に心配しておりますが、そう

ならないための具体的なアクションについてお伺いします。

（地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める）

福永部長。○副議長（福岡誠志君）

〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕

今年度末に尾道松江線全線開通すれば、やはり、山陰と山陽が２○地域振興部長（福永清三君）

時間30分で結ばれるということで、完全に日帰り圏内の中での行動範囲が拡大をするというこ

とで、岡山、四国方面等も含めて交流の促進が図られるというふうに思っております。オール

三次の観光推進戦略に基づきまして、備後、岡山、四国をターゲットに置いて現在ＰＲを行っ

ておるとこでもございますし、この間キャラバン隊の出発式も行ったとこでもございます。先

日の三次市観光協会主催の納涼花火祭りにおきましても、国土交通省の調査によりましても約

２割が福山、岡山方面からの来訪でございました。それと同時に、この三次市だけが単独で観
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光推進を図るということではなく、備北観光ネットワーク協議会のように庄原市と一体となっ

て取り組むことも必要であるというふうに思います。あわせて、新たな施設も含め、現在の既

存の施設もつなぎ合わせて魅力を発信をすることが必要だと考えております。今後とも積極的

に情報発信を行い、交流人口の拡大を図っていきたいというふうに思っております。

なお、先ほど議員のほうが本市へのキャンペーンといいますか、優遇措置はないかというふ

うなことがございましたが、現在ＮＥＸＣＯと協賛をしまして周遊乗り放題という取り組みを

行っておりまして、この中にも三次市とタイアップをして、こういった地元の観光業者の皆さ

んと、クーポン券をやって２割引き、１割引き、100円引きとか、そういった観光業者の皆さ

んに協力いただいて、ドライブナビという地図と同時にこれも配布をしておりますし、この裏

にもＮＥＸＣＯさんの協力によりまして観光のルート、また三次に泊まろうという宿泊も重ね

て強く推進をしているとこでもございますので、頑張ってまいりますので、よろしくお願いい

たします。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

その取り組みについては十分理解もできますし、ますますその取り組み○１２番（新家良和君）

を強化してほしいと思うんですけども、と、私は平成23年度につくった地域戦略プランが、あ

と半年後で開通する尾道松江線の、これを展望してつくられたこのプランが後退したんじゃな

いかという気がしてならないんです。決して今やられとることを批判するつもりもございませ

んし、最初に言いました道の駅の整備事業についても、農業交流連携拠点施設ということに一

応切りかわったということで今日に来ております。あの施設が高野にロケーションやスケール

で凌駕できるとはとても思えませんし、三次市文化会館の跡地利用も、三次市地区の拠点整備

基本計画はこの全線開通に当然もう間に合いませんし、また先ほど少し触れましたように、交

流人口拡大に大きく寄与するとは思えない施設だと思っております。さらに、酒屋総合交流施

設についてはいまだ具体的なプランがないわけであります。

したがって、平成23年度にあの３つの優先する課題を華々しく打ち上げられたときには、尾

道松江線が全線開通したら、三次市も本当にこの拠点性を生かして多くの交流人口拡大に寄与

できるだろうという期待感を持っておりましたけども、若干その辺がしぼんできたんじゃない

かという気がしてなりません。ただ、市が目指しておる方向はしっかりしたものがあるんだと

思いますよ。最後に市長の見解をお願いします。

（市長 増田和俊君、挙手して発言を求める）

増田市長。○副議長（福岡誠志君）

〔市長 増田和俊君 登壇〕

三次市のこれからの生き残りというのは、行政のみならず議会の皆さんの○市長（増田和俊君）

積極的な御提言をいただきながら一体となって進み、なおかつあらゆる市民の皆さんの協力、

支援をいただきながらオール三次の中で、瀬戸内海あるいは日本海、山陰という大きなゲレン
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デを持った観光地との地域間競争というのは並大抵でないというのは私もよく承知もしており

ます。そういう中で、三次がこれから10年先を目指す中で、拠点性を生かしたまちづくりをつ

くり上げていこうということを大きな柱立てにしておりますから、私は決して計画を縮小した

形の中でこれからの三次を青写真を描いとるつもりはございません。

ただ、議員の中でも大変御心配いただいておりますように、財政といいますかね、財政とい

う中で一年一年計画性を持ちながら、また確固たる皆さんの理解もいただきながら進めていか

なければならない、そういう行政という大きな責任もあるということだけは十分御承知いただ

いておるとおりでありまして、そういう中で、何もかにも一遍にやっていくというのは困難だ

というのもよく御理解いただいておろうと思っております。三次の大きな玄関口であろう三次

駅を中心とした整備事業、これも大きな事業で、これから観光協会を中心に交通、観光の大き

な一つの拠点になると思いますし、また市民ホールも大きな事業の中で今年度秋には、11月に

は完成させていこうと。そういう中で、なおかつ庁舎も進めておる、あるいは農業連携拠点施

設整備事業も進めておる、三良坂の小中一貫を目指した小学校の建築をしておる中で、なおか

つ、私もこれを見送るということについてはいささか期するところもありましたが、財政を破

綻した中での計画性のない事業展開というのは、これは議会の皆さんも認められる、同意され

ることはできないわけでありますから、スポーツを目指したまちづくりというのは、私もその

青写真というのは頭の中にも描いておりますから、それは計画がないから今はっきり明確に言

えないわけですが、私自身の気持ちの中では、少し申し上げておきたいと思いますが、当然な

がら2020年のオリンピック、パラリンピックを一つの大きな目標に掲げた中で施設整備含めて

どうあるべきかというのは、それは新家議員、十分御理解いただけると思いますから、そうし

た中で三次のまちづくりを、スポーツの町を目指していく、そのためには観光、スポーツの中

で、１泊してもらえば1,000円の一つのクーポン券を出しますという制度も今大変好評もいた

だいておるようでありますし、何もしないでただ待ちの姿勢ではありません。これからそうし

たスポーツの町を目指す中での計画を皆さんとともに描きながら、それを一歩一歩実現して、

子どもたちに夢と感動を与える一つのオリンピック、パラリンピックの事前合宿も実現させて

いく、そういうまちづくりを進めていこうじゃありませんでしょうか。

以上で、お答えになったかならないかは別として、私の思いを若干申し上げております。

以上であります。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

じゃ、次に、大項目の２番目であります地域経済の活性化について何点○１２番（新家良和君）

かお伺いをします。

まず最初に、市内企業の景気実態の把握についてお伺いをいたします。

平成26年第１・四半期の三次商工会議所管内の景気調査が先日まとまって送られてきました。

４月の消費税の増税によりまして、この第１・四半期の景気動向は前期に比べて大幅悪化をし
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ております。私の手元にありました平成20年の第１・四半期から平成26年の第２・四半期まで、

これらの25四半期にわたる調査を行いましたところ、小売、卸売、製造等々、全て６業種にお

いていずれも、業況、売り上げ、採算の各項目で景気天気図で晴れマークが一つもございませ

ん。この辺についてどのように分析をされておるかお伺いをします。

（産業部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める）

上岡産業部長。○副議長（福岡誠志君）

〔産業部長 上岡譲二君 登壇〕

市内の中小業者の現状ということでございますけれど、先ほど新家議○産業部長（上岡譲二君）

員も言われましたように、三次市商工会議所の景況調査によれば、中小零細企業が大多数の本

市においては、消費税増税による影響を大きく受け、回復がおくれているものと推測していま

す。特に、小売業においてはその傾向が顕著に見られるというふうに見ております。

また、景気天気図のことを言われました。これも三次市商工会議所から景気調査によるので

ついておるわけですけれど、私も過去３年間ではございますけれど、見させていただきました。

それは、業種では小売業、卸売業、製造業、建設業、運輸交通業、観光サービス業の６業種に

ついて業況、売り上げ、採算ということで、３カ月ごとにその景気の状況が天気マークで表示

されております。晴れマークというのは大変よいと。晴れと曇りがよい、曇りはまあまあと少

し悪いというのがあって、雨曇りが悪い、雨が、傘マークが大変悪いと。この６つの表示にな

っております。私、３年見たところ、売り上げのほうでは晴れマークが２業種についてありま

した。あとの卸売業、製造業、建設業、運輸交通業におきましても、晴れマークはございませ

んでしたが、晴れと曇りのよいというのはございました。小売業と観光サービス業につきまし

ては、晴れ曇りマークのよいというのはございませんでした。これを見ましても、特に小売業

が低迷してるというように判断されます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

今、御答弁いただきましたように、市内の景気動向は極めて悪い状況が○１２番（新家良和君）

継続しておると理解をさせていただきます。また、市内の企業は大半が中小零細企業でござい

まして、非正規社員が多いというのも一つの特徴でございます。賃上げやボーナスはおろか、

要は可処分所得がふえないという状況に長い間置かれておるだろうと思います。収入が低い、

したがって若い者も結婚できにくい、出生率が上がらない、また若い者が都会へ流出をしてい

く、三次に働く場がないからＵターンできない、こういった負のスパイラルが継続して人口の

減少や少子・高齢化が進行しておるのではないかと思いますけども、その辺についてどのよう

にお受けとめになっておるか伺います。

（産業部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める）

上岡産業部長。○副議長（福岡誠志君）

〔産業部長 上岡譲二君 登壇〕
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市といたしましては、中小業者等の支援策としてがんばる産業支援事○産業部長（上岡譲二君）

業、また各種預託融資制度やリフォーム支援事業を実施しております。また、緊急経済対策事

業として実施する公共投資や、それも含めた公共工事の切れ目のない発注等を行っております。

今後、ほかのどのようなことができるかということも、考えられるかということも、商工会議

所や広域商工会等の御意見を聞きながら、効果的な事業について検討していきたいというふう

に考えております。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

先ほど言いましたように、可処分所得がふえない、収入が少ない、なか○１２番（新家良和君）

なか結婚ができない、そういった若者が、全てとは言いませんよ、少しずつふえてきておるん

じゃないかという気がしてなりません。したがって、若者がこの三次に住みたいと思わなくな

るんじゃないかという心配をしております。住み続けてほしい町を目指しながらも、一方では、

このような状況に若者が置かれれば将来大変不安になると感じております。

民間は民間としての経営努力を当然して、それぞれの従業員の雇用を守り、賃金も上げてい

くということをやってもらわなくちゃならんと思いますが、行政が行政の立場としてそういっ

た地元の経済を下支えできるような方策が幾つかあると思います。今、部長もお答えになりま

したように、建設工事の切れ目のない発注、これも一つであろうと思います。ただ、いつもこ

れは言われますけども、実態がそのようになっておるかどうかというのはいささか疑問ではご

ざいますが、切れ目のない工事発注も当然行政としてやらなくちゃならないことであろうと思

います。また、このたび補正予算で出ましたけども、プレミアム商品券、これらの発行も行政

としてできる一つの施策であろうと。ただ、これはこのたびの一般質問でも、また本会議の総

括質疑でもありましたんで、割愛しますけども、もっともっとやり方は早い段階であったんで

はないかという気がしてなりません。私が今回お願いしたいのは、市が発注する測量建設コン

サルタントあるいは物品購入等の指名競争入札のあり方についてぜひとも改善をしてほしいし、

改善しなければならない状況にあると思いますが、まず指名競争入札に対してどのようなお考

えを今お持ちかお伺いしたいと思います。

（財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める）

部谷財務部長。○副議長（福岡誠志君）

〔財務部長 部谷義登君 登壇〕

指名競争入札、まず物品の関係につきましては、制度として最低制限○財務部長（部谷義登君）

価格が設けられないということがございます。御存じのとおり、工事関係につきましては最低

制限価格設けておりますけれども、業務関係については設けていないということで今実施をし

ておるところでございますけれども、入札の制度といたしまして今どのようにしているかとい

うことを述べさせてもらいますと、50万円を超えます業務委託については全て入札をしている

ところでございます。ただし、その中で規定がございまして、500万円未満につきましては５
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社以上、そして500万円以上1,500万円未満については８社以上、1,500万円を超えますと10社

以上の業者が指名をするという基準がございます。そういった中で、市内に発注ができます業

務につきましては可能な限り指名を市内で行っているということでございます。他市におかれ

ましては、市内に営業所がある業者も指名をしておるようでございますけれども、三次市では

本社のある業者ということで指名をさせていただいているというところでございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

入札の指名競争の実態については今伺いましたけども、例えば物品購入○１２番（新家良和君）

等については全て市内に本社を置く業者に指名をしておるというお答えであったと思いますが、

私はそうではないと理解をしております。いつも市長は、地元でできる仕事はできるだけ地元

の業者に発注したい、これは一貫して貫かれておる方針であろうと思います。ただ、実態は、

今部長が答弁されたように、物品購入等の指名競争においても市外、県外の業者がどんどん入

ってきて、市内の業者が落札できないという状況にあるわけです。今の部長の答弁は間違って

おると思いますが、いかがですか。

（財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める）

部谷財務部長。○副議長（福岡誠志君）

〔財務部長 部谷義登君 登壇〕

少し説明がまずうございました。先ほど申し上げましたのは、建設コ○財務部長（部谷義登君）

ンサルの関係の業務ということで説明をさせていただきました。ただし、物品につきましても、

市内で調達ができると思われるものについては市内を指名させていただいているというふうに

思っております。部品等において市内で調達ができないようなもの、特殊なようなもの、こう

いったものについては市外を指名をさせていただいているというとこでございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

市内業者でできないものは、これはやむを得ないことでありますから、○１２番（新家良和君）

当然、市外、県外の業者でいいと思うんです。私は、例えば物品購入の中でも建設工事等競争

入札参加資格者の申請書に準ずるものがありますよね。例えば、測量設計コンサルタント等の

業務の申請であるとか物品購入等の、それぞれの一応登録をして、例えば建物管理等の各種保

守管理、こういったものの指名競争について、なぜ市外、県外の業者を指定されて地元の中小

零細業者に仕事を発注されないかということが、行政がとるべき道として、経済を下支えする、

その方向に反しておるのではないか。できるだけ地元業者を優先して、その中で公正な競争を

させて入札を行うべきではないかと思いますけども、いかがでしょうか。

（財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める）

部谷財務部長。○副議長（福岡誠志君）
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〔財務部長 部谷義登君 登壇〕

建設関係のは先ほど説明させていただいたんですけれども、例えば庁○財務部長（部谷義登君）

舎等の建物の清掃でありますとか警備、こういうもの業務がございます。全ての業務を私も掌

握していないんですけれども、そういった業務の中で現状でやっておりますのは、施設ごとに

可能な限り分けて、例えば清掃業務にいたしましても一括で出すのではなくて支所単位で出し

たりとか、そういう細分化をしながら発注させていただいております。もう一つは、例えば大

きな施設等につきましては、清掃等につきましては市内限られた業者数でもございます。市内

の全ての清掃業務等ができないだろうという、ちょっと規模が大きくなってしまいますので、

そういうことで市外も入れている状況にあると思いますけれども、その中で細分化して発注を

している中で、現状では市外の業者も入っていただいて、これ合併前からのいきさつもござい

ますし、市内だけでは見積もり等とっていないという状況はございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

だから、市が発注するそのような小規模の、物品購入のような小規模の、○１２番（新家良和君）

今のように例えば庁舎とか支所の清掃業務であるとか宿直業務であるとか、そういったことは

当然市内業者でできるわけですから、何もあえて市外、県外の業者を入れることはないと思う

んですよ。

もう一つ、最低制限価格がないことについて、今の実態は、設計コンサルも一緒ですけども、

例えば正規の予定価格に対して物すごく低い落札率でやられるという、入札率でやられるとい

う実態がありますよね。果たしてこれで仕様書に準じた仕事が本当にできるのかどうか、極め

て疑問です。そのしわ寄せは必ず、従業員の賃金か、あるいは仕事の品質か、あるいは会社の

経営を圧迫するか、そのようなことにつながっておるわけです。ですから、例えば100で落札

できる本来の業務が30とか40のところで落ちておるという、この実態を、しかもそれが翌年度

の予算の基本になっとるんですよ。安ければいいということじゃなくて、市内業者を育成する、

あるいは市内業者に優先してできる仕事を発注していくというようなことも含めて、業者選定

の問題、それから最低制限価格の設定、これをぜひやってもらいたいと思いますけども、いか

がでしょうか。

（財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める）

部谷部長。○副議長（福岡誠志君）

〔財務部長 部谷義登君 登壇〕

全ての業務について今お答えはできかねますけれども、例えば先ほど○財務部長（部谷義登君）

紹介しました建設関係のコンサル業務、こういったものについては、昨年の例でいいますと低

価格での入札、率でいいますと70％を切るような業務、これは７件ございました。ただ、その

うちの６件につきましては市外業者だけの入札、といいますのが、主に上下水道関係になりま

すけれども、こういったものは特殊な設計ということもありまして、市内業者では無理であろ



－290－

うということで市外に発注させていただいているというものでございます。

これが翌年度の予算の基準になるかといいますと、設計額は必ず予算の範囲内で組まなけれ

ばなりませんので、前年度の低価格のものを基準に翌年度組むということは建設のコンサル関

係ではございません。ただ、細部の入札を行わない業務もございます。見積もり合わせで行っ

ている50万円を切るようなもの、こういったものについては今現在資料を持っておりませんの

できちっとお答えができませんけれども、建設関係についてはそういった状況でございます。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

物品購入についてもう一度精査をしてください。そして、最低制限価格○１２番（新家良和君）

の設定と市内業者を優先して使うというシステムの見直しに対して、最後に市長の御見解を伺

って終わりたいと思います。

（市長 増田和俊君、挙手して発言を求める）

増田市長。○副議長（福岡誠志君）

〔市長 増田和俊君 登壇〕

土木、建築工事にしましても地元優先というのを基本にしながら、市内で○市長（増田和俊君）

できるものは市内で工事を進めてもらうということについては、ずっと私が言っているとおり

実行しておるつもりでございます。また、コンサルについても、先ほど言いましたように、本

当に特別、技術がないとできない、そういうものをですね、国の補助事業でもありますし、そ

ういうごく一部を市外業者へ選定しておるということであって、あたかも全体がそういう動き

になっとるというのは決してありませんので、コンサル関係も市内で完結できるものは完結し

ていく、これは私も継続をしておりますし、そのことについていささかも考えを変えるつもり

はありません。物品についてもしかりでありまして、できるだけ市内で調達できるものは市内

で進めていく、そういうことについては基本姿勢で臨んでいきたいと思います。

同時に、請負業者の皆さんにも常に私はお願いして、書面でお願いしておりますし、また大

きな事業については来庁いただいて、私の口から市内業者へということで皆さん方へ、市内業

者へ限定した中で発注したんでありますから、２次、３次においても三次市内の業者を皆さん

方もひとつ責任持って進めてもらいたいというのは私自身も言葉で言っておりますから、元請

の業者の皆さんにも、市内の全体がひとつ好影響を得るように、責任とは言いませんが、努力

をしていただきたいと思っております。

また最後に、小売業については私も一番心配した中で、今回も商工会議所、広域商工会の会

頭、役員の皆さんがこぞっておいでをいただいて切実なる要請をされて、私も景気、特に４月

以降の景気対策を推移を見た中で、年末を、ひとつ少しでも一助なるようにということで補正

予算も組まさせていただいたわけでございますし、またその中で景気の関係、大きな要因の一

つには、地元会員という商工会員の皆さんというのは地元の業者さん、小売店を営業されとる

方が主要であろうと思っておりますが、三次全体を考えたときに、本当に景気が低迷してどう
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にもこうにもならないということばかりでなしに、御承知のように外部からいろいろな分野で、

小売から、あるいは食べるものからドラッグから、いろいろな面で外部から三次へ進出されて

おられる。そういう面での三次の全体という観点から景気が本当に低迷しとるかということに

ついちゃ、そういう判断はいささか疑問に思っております。有効求人倍率も0.38ぐらいまで、

平成20年後どん底に下がっておりましたが、現時点では1.3から1.6ぐらいで１倍を超える中で

の有効求人倍率が今進んでおるということの中では、決して決して悲観ばかりではないわけで

ありまして、そういう面では100を超える公共事業も一助にしてもらったり、またその中で地

元で受注していただいて、皆さん方のほうへ幅広く好影響が出るようにさらなる努力をしてい

きたいと思っておりますから、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

（12番 新家良和君、挙手して発言を求める）

新家議員。○副議長（福岡誠志君）

〔12番 新家良和君 登壇〕

じゃ、以上で私の一般質問を終わらせてもらいます。ありがとうござい○１２番（新家良和君）

ました。

以上で一般質問を終わります。○副議長（福岡誠志君）

お諮りいたします。

あすから28日までの18日間、委員会審査等のため本会議を休会いたしたいと思います。これ

に御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○副議長（福岡誠志君）

よってあすから28日までの18日間、委員会審査等のため本会議を休会することに決定いたし

ました。

この際御通知いたします。各委員長からお手元に配付の委員会審査日割り表のとおり、委員

会を開催する旨申し出がありましたので、御通知いたします。

以上で本日の日程は全て終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。

御苦労さまでした。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

――散会 午後 ３時１３分――
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地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。

平成26年９月10日

三次市議会議長 沖 原 賢 治

三次市議会副議長 福 岡 誠 志

会議録署名議員 桑 田 典 章

会議録署名議員 山 村 惠美子
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